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はじめに
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　現在、世界はいわゆる “VUCA”な時代の直中に在ると言わ
れています。“VUCA”とは、Volatility（激動） 、Uncertainty

（不確実） 、Complexity（複雑）、Ambiguity（曖昧）という
4 つの英単語の頭文字を並べてつくられたことばですが、ま
さに人類は今、目まぐるしく変化し、先の見通しの利かない、
そしていろいろな考え方などが複雑に絡み合い、何が良くて
何が悪いのかの基準もきわめて曖昧な状況に直面していると
言えるのかも知れません。
　このような状況下において、これから先の時代をたくましく
生き抜いていかなくてはならない子どもたちが幼少期にどのよ
うな心の力を身につけておくべきなのかということに関わる議
論もとても盛んになってきています。そして、こうした議論の
中心に置かれているものの一つが、非認知能力だと言えるよ
うな気がします。近年、人の生涯に亘る心身の健康や、経済
的安定性なども含めた幸福の基盤をなすものとして、発達早
期に培われる非認知的な心の力の重要性が声高に叫ばれるよ
うになってきているのです。 認知能力の代表的なものが、IQ
のような、私たちが通常、頭のよさとか頭のできと呼ぶもの
であるのに対し、この非認知能力というのは、文字通り、 認
知面ではないところに現れる心の力ということになります。そ
の具体的な中身が何かということについては、いろいろな考
え方があるようです。
　例えば、経済協力開発機構 (OECD) は 2015 年のレポー
トにおいて、それを社会情緒的スキルと言い換えた上で、そ
れが「長期的目標の達成」に関わる力、「他者との協働」に
関わる力、「感情の管理」に関わる力という三つの要素から
なるとしています。
この取り組み事例集では、もう少しシンプルに、それを
「自己に関わる心の力」と「社会性に関わる心の力」
の二側面からなるものと捉えておきたいと思います。
「自己に関わる心の力」とは、自分のことを大切にし、適度
に自分の気持ちのコントロールができて、さらに自分自身を良
くしよう高めようとする心の性質を指します。
「社会性に関わる心の力」とは何かと言うと、それは集団
の中に溶け込み、他者との関係を作って維持する力、平たく
言えば、他の人を信頼してうまくやっていくための心の性質と
言えるかと思います。

　こうした心の力は、 親や保育者などの大人が、例えば「こ
ういう時にはこうすることが大切です」「こうしなくてはいけま
せん」などと、ただ知識として子どもに教え込む中で身につく

ものでは必ずしもありません。むしろ、子どもが家庭内外の
日常生活において、一人で、また仲間とともに、自発的に遊び、
様々な活動を自ら起こす中で、徐々に子どもの内側に備わって
いくものだと言えます。当然のことですが、子どもは日々、多
様な体験を積み重ねる中で、おもしろい、うれしい、誇らしい
といったプラスの感情、そしてまた、こわい、悲しい、恥ずかしい、
くやしいといったマイナスの感情を経験することになるかと思
います。

　実のところ、子どもの非認知能力を育む上で、大人の
最も重要な役割は、こうした子どもが様々な感情の当事
者である時に、それにいかに温かくかつしっかりと向き
合い、共感的に受け止めてあげるか、また、とりわけ子
どもの感情が崩れている場合には、それをいかにうまく
立て直し、安心感を与えてあげるかというところにある
のだと言えます。

　ここでは、「自己に関わる心の力」「社会性に関わる心の力」
とともに、こうした、周囲の大人、特に保育者や園全体によ
る「非認知能力を支える基盤」にも目を向けていきたいと
思います。
　ここまでの話からもおわかりかと思いますが、非認知能力
を育むのに、決まった特定の方法がある訳でありません。

　非認知能力の発達の鍵は、子どもが、自発的な遊び
や活動、および環境や人との相互作用を、いかに豊か
に展開できるかというところにあります。そして、そこに
おける保育者の役割は何かと言えば、その支えをしっか
りとしてあげること、つまりは、その時々の子どもの状
態や興味・関心あるいは園全体の状況や雰囲気などを
的確に把握し、それらに応じて創造的に様々な工夫を
積み重ねていくことだと捉えられます。

　この取り組み事例集には、こうした様々な工夫の例を集め
てみました。これらをそっくりまねようとするのではなく、そこ
からヒントを得て、各園で、子どもたちの非認知能力を育む
ための「それぞれの形」を模索し、実現していただけばと切
に願うものです。
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非認知能力：自己と社会性にかかわる力、その基盤

非認知能力とは

非認知能力の重要性 非認知能力の育ちを支える取り組み：
3 つの分類での整理

　「認知能力」は、読み書き計算など、「頭の良さ」や「IQ」で表
現される心の力です。
　それに対して「非認知能力」は、自分を大切にし、自分を高めよ
うとする力、周りの人とうまくやっていく力、自分の感情をうまくコン
トロールする力など、「認知能力」以外の心の力のことを指します。
　認知能力と非認知能力は互いに影響を与え合いながら、一体と
なって育ちます。これらが育っている幼児の具体的な姿が「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」です。

　1960 年代に行われた「ペリー就学前プロジェク
ト」という、貧困層家庭の就学前児を対象とした支
援的介入（※注）の効果について、アメリカの経済
学者 J. ヘックマンら（2013) による、追跡調査が
行われました。その結果、介入を受けた群が介入を
受けなかった群より、学力検査の成績、学歴、大人
になってからの収入の多さ、持ち家率の高さ、逮捕
者率の低さといった様々な面で上回っていたことが分
かりました。一方で、二つの群の IQ は、介入終了
後 4 年経つと差が消えていました。そのため、二つ
の群の大人になってからの差を生み出したのは認知
能力以外の力、すなわち非認知能力だと考えられる
ようになりました。
　その後、OECD レポート（2015）でも、社会情
緒的スキルが身体および精神的健康、ウェルビーイ
ングの高さ、問題行動の少なさを予測すると示され、
認知能力ではないもの（＝非認知能力）への重要性
がますます注目されてきています。
※午前中 2 時間半の子どもの自発性を尊重した幼児教育と、週に一度の家庭訪問を組み合
わせた 30 週間の介入

（引用文献）
Heckman, J., Pinto, R., & Savelyev, P. (2013). Understanding the mechanisms through which an influential early childhood program boosted adult outcomes. American 
Economic Review, 103 (6), 2052-2086.
OECD (2015). Skills for Social Progress: The Power of Social and Emotional Skills: OECD Skills Studies. OECD Publishing.
遠藤利彦（編）(2017). 平成 27 年度国立教育政策研究所プロジェクト研究報告書「非認知的（社会情緒的）能力の発達と科学的検討手法についての研究に関する報告書」.

　遠藤ら（2017）は、非認知能力に含まれる諸々の心
の力を、自己／他者、ないしは自己／他者／他者関係
に分けて整理しています。本調査では、それに基づき、
子どもの非認知能力の育ちを支える園での取り組みを、
それが意図する非認知能力によって自己／社会性（他者
および他者関係）に分け、さらに非認知能力を支える基
盤作りを加えて 3 分類（「自己にかかわる力」「社会性に
かかわる力」「非認知能力を支える基盤」）で整理するこ
ととしました。
　「自己にかかわる力」とは、ものごとに対する興味や自
信など、自分を大切にし自分を高めようとする力を指しま
す。「社会性にかかわる力」とは、協同性や思いやりなど、
周りの人とうまくやっていく力を指します。そして、「非認
知能力を支える基盤」とは、アタッチメント（愛着）や
園の風土など、非認知能力の発達を支える基盤となる関
係性や取り組みを指します。

自分を大切にし、
自分を高めようとする力

保育者との信頼関係、 保育の質の向上

周りの人とうまくやっていく力

認知能力 非認知能力

社会性に
かかわる力

会性
力

非認知能力を
支える基盤

能力
基盤

かかわる力
自己に己

力
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調査の背景
園の「非認知能力」の認知度は非常に高い

保護者も、「非認知能力」に含まれる資質・能力を重視している

9 割前後の園で、非認知能力に含まれる資質・能力を育む取り組みが実施されている

「非認知能力」という言葉について

　2020 年度 Cedep「乳幼児期の非認知能力につ
いての意識および取り組みに関する調査」（幼稚園、
保育所、認定こども園などの園対象調査および、保
護者対象調査）※で明らかになったことをご紹介し
ます。

上記 2020 年度調査では、非認知能力を育む取り組みの、具体的な内容や効果は未検討だったため、本調査では、それらを明
らかにするためのヒアリング調査を行うこととしました。

「非認知能力」という言葉について、
9 割以上の園が「知っている」と答え
ました。
一方で、保護者の認知度は低いよう
です。

保護者は「非認知
能力」という言葉
自体を知らなくて
も、非認知能力に
含まれる資質・能
力を重視している
ことがわかります。

子どもの興味・
感心を育てる取
り組みは、特に
多くの園で実施
されています。

※上記調査の概要および結果
の速報は Cedep の以下のサ
イトで公開されています。

（有効回答数：園対象調査 409、保護者対象調査 1683）

http://www.cedep.p.u-tokyo.ac.jp/projects_ongoing/
research/toppan/

90.0%

知らない
10.0%

知っている

園

20.5%
知っている

79.5%
知らない

保護者
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調査の概要

「非認知能力に関する園の取り組み」ヒアリング調査

次ページからは、3 つの大分類、および小分類ごとに、園での取り組みをご紹介します。​

方法

ヒアリング対象 

 調査期間

9 割前後の園で、非認知能力に含まれる資質・能力を育む取り組みが実施されている

幼稚園・ 認定こども園で実施されている非認知能力に関する取り組みについての知見を収集するため、ヒアリング調査を
行いました。

本調査では、ヒアリング調査で得られた取り組みのうち、78 の具体的な取り組みを、以下のように分類し、まとめました。

＊各取り組みを、取り組みのねらい（意図する非認知能力やその基盤）によって、まず大きく「自己に関わる力」「社会性に関わる力」「非認知能力を支え
る基盤」の 3 つに分け、大分類としました。

＊大分類の中でさらに、意図する非認知能力もしくはその基盤ごとに取り組みをまとめて小分類としました。
＊小分類名は ヒアリングで得られた語りから抽出しました。

オンライン会議システム（Zoom）
を用いた約 30 分間のヒアリング
調査

2020 年度 Cedep「非認知能力についての意識および取り組みに関する調査」（webアンケート：
園調査）にご回答いただいた幼稚園・認定こども園 29 園の、園長・副園長もしくは主幹教諭 

令和 3 年 5 月～ 6 月

大分類 小分類（ヒアリングの語りから抽出） 
収録

取り組み数
事例番号

紹介
ページ

自己に関わる心の力　

主体性 自発的、自主的に考え行動する力​ 15 1~15 6

興味 ものごとに興味をもって取り組む力​ 5 16~20 16

感受性 五感を通して環境から刺激を受けたり感動したりする力​ 6 21~26 18

想像性 イメージを表現したり形にしたりする力​ 1 27 22

粘り強さ 最後まであきらめずに取り組む力 1 28 23

自信 物事に対して「自分はできる」と信じる力​ 4 29~32 24

思考力 目標に向かってどうすればよいか自ら考える力​ 5 33~37 27

社会性に関わる心の力

協同性 共通の目標に向かって他者と協同する力​ 8 38~45 30

思いやり 他者を助け、他者の利益のために行動する力​ 5 46~50 36

社会との関わり 社会の一員として行動する力​ 3 51~53 40

非認知能力を支える基盤

アタッチメント　 子どもが安心できる保育者との関係​ 9 54~62 43

記録 園での子どもの育ちや経験の記録​ 6 63~68 48

風土づくり 園における温かく支援的な雰囲気づくり​ 5 69~73 52

研修 保育者の学びやスキルアップ​ 5 74~78 54

※ヒアリング調査の結果、取り組みを複数行っていたり、一つの取り組みに複数の非認知能力を育む意図が含まれていたりと、すべての対象園（29 園）で、
非認知能力含む子どもの心の育ちを総合的に育むことを意図して取り組みが行われていることが分かりました。本事例集では、一つの取り組みに複数の
非認知能力が意図されている場合、便宜的に、その取り組みで最も強調される非認知能力もしくはその基盤によって分類することとしましたが、その他の
力への意図も含まれていることにご注意ください。​

※事例等では、原文を尊重していることから、国の法令等とは異なる表記や統一が図られていない表記があります。​
※写真および園名は、園の許諾を得て掲載しています。
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　主体性

01.	　遊び込める　物的・人的環境づくり

内容 効果

　子どもたちがイメージしたことを表
現できるような道具の準備や、スペー
スの確保に努めている。保育者が「今
日は〇〇やるよ」と指示するのではな
く、子どもたちが何かにインスパイア
されて「何か描きたい！」「何か作り

たい！」と感じた時に、それをそのまますぐに具現化
できるように物や遊具を配置している。具体的には、
道具の種類を多くして、落ち着いて集中して遊び込
める環境づくりを心がけている。​
　スペースを区切っているわけではないが、絵を描
く場所、積み木で遊ぶ場所、ままごとをする場所と
いった活動エリアごとで区別して活動している。​
　保育者は、必要以上に関わりすぎない。子どもた
ちがイマジネーションや発想、繰り返しの努力など
に没頭し、遊びを深めていけるためのサポートとして
の関わりを心がけている。​

　以前は、何かやるときもまず保育
者の顔を見て「これやってもいい？」
と聞く様子があったが、今は子ども
から自発的に行動する様子がみられ
る。園外活動で牧場に行ったとき、
農家の人に「どうしてこれはこうなん

ですか」など子どもたちから質問が出る。友だち同
士のいざこざも、自分たちの力で解決しようとする姿
が多くみられるようになった。​

　物的環境は、園長や主任が物を購入し
てある程度つくっていけるが、人的環境は
そうもいかない。保育者間の共通認識や
共通理解が重要になってくるので、園内の
コミュニケーションは積極的にとるように
している。

（写真提供：やまざきゆめの森こども園）​

留意点
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　主体性

02.	　興味や関心に応じた環境づくり
コーナーに分けた遊び＜園①＞​

内容 効果
　4・5 歳児の棟を他の年齢の棟と
分けており、生活空間と遊ぶ空間を
それぞれ広めに確保している。そして、
主体性を育むことを意図して、遊ぶ
空間を構成遊び、ままごと遊び、積
み木遊びといったコーナーに分け、

一人一人の興味や関心に応じて遊べる環境づくりを
行っている。​
　何の遊びのコーナーをつくってどのように空間を
分けていくかは、保育者が子どもたちの興味や関心
を観察して決定・調整をしている。​

●一人一人、遊びのコーナーを子ど
もが主体的に選び、遊び込んでいる
様子が見られる。​

●保育者が子どもの興味・関心を日々
観察する中で、子どもの様子や表情

から気持ちを考えることが上手になった。指示を出
したり命令的な声かけをしたりといったことが減って
きたと感じる。​

　「一人一人との関わりを大切に」や「主
体性」というものの、保育者間で捉え方
が異なるので、注意が必要である。一人
一人に合った関わり方ということで、「この
子には、もっと教えた方がよい」と教えす
ぎてしまうこともある。個別対応と主体性
のバランスのとり方については、保育者間
の話し合いで意見をすり合わせていくよう
にしている。​

（写真提供：和田幼稚園）​

留意点
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　主体性

（写真提供：出仲間こども園）​

03.	　コーナーに分けた遊び＜園②＞​
興味や関心に応じた環境づくり

内容

　保育者が指示するのではなく、子
ども​が自分で考えて決めて行動でき
る主体性​を育むことを意図して、ク
ラス間の仕切​りをなくしたり、遊びの
コーナーごとに​部屋を分けたり、装
飾を考え直したり、​おもちゃを考えた

りといった、環境を整える取り組みをしている。​
　0・1・2 歳児の部屋間のドア、3・4・5 歳児の
部屋間のドアは取り払っている。子どもの主体性を
大切にした遊びの時間は、0 歳児が1 歳児の部屋に、
5 歳児が 3 歳児の部屋に行くなど、自由に行き来で
きるようにしている。​
　子どもたちは一人一人、発達の段階も興味・関
心も異なる。部屋の行き来を子ども自身が選択でき
るようにすることで、自分で判断し、選択に責任を
持つということをさせたい、と考えている。

効果

●子ども自身がやりたいことを自分で
考えて選ぶことで、遊びへの意欲も
高まっていると感じる。​

●子ども自身に選ばせることで、「こ
れは嫌」「あれは嫌」というやり取り

がなくなり、いきいきとした保育ができていると感じ
る。保育者からは、「一人一人の子どもの姿や成長
を理解できるようになってきたので、今の保育にシフ
トしてよかった」という声が聞かれる。​

●以前は保育者が作った見本と同じものを子どもに
作らせるなどしていたが「何歳児はこうしなければな
らない」という考え方をやめた。手先が器用ではな
い子どもは点々を描くところから、など、一人一人
の発達に応じた取り組みができるようになった。​

　保護者に見せるための保育が少なく
なったため、子どもが園で日々どんな活
動や生活をしているのかを保護者に伝え
る工夫が必要だと感じる。ドキュメンテー
ションを作ったり、園での子どもの様子の
動画配信をしたりして保護者に伝えるよう
にしている。​

留意点
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　主体性

（写真提供：あすかの森認定こども園）

04.	　大人が教えないというルール
〜さをり織〜

内容

　子どもの主体性を大切にしたいと
思い、「さをり織」の活動の中に、「大
人は子どもに対して教えない」という
ルールを作った。縦糸を張るまでは
大人がやるが、あとは子どもたち自身
で、好きな色の横糸を選んで、ボビ

ンに糸を巻き付け舟型シャトルに装着し、糸を通し
て織っていく。​
　さをり織りは、足をうまく使わないときれいに織れ
ず、ループになってしまったりする。出来上がってみ
るとそれも一つの面白さなので、大人は絶対に注意
をしたり声をかけたりしないようにしている。​
　きっちり織る子や、ゆったり隙間を空ける子など、
織り方は人それぞれ。たくさん織るため、園では子
どもたちが織りあげたものをティッシュのカバーにし
たり、敷物にしたりしている。

効果

●さをり織は、もともと、「布を織る」
というより、「自分を織る」活動と言
われている。間違っているとか失敗し
たという考え方ではなく、 どれも個性
としてとらえている。子どもたちにとっ
ては、自分の作品と自分自身を認め

られ、「自分はだいじょうぶ」と自分を肯定的にとら
える機会になっていると感じる

●大人から「ほら、足やって」とか「ちゃんと通し
てね」といったことを言われず、主体的に織ることが
できることを、子どもたちが楽しみ積極的に取り組ん
でいる様子がみられる。

●子どもの主体性を大切にした保育に変えて
いく際、保育者たちへの伝え方が難しかった。
保育者はとても真面目で、「何か子どもたちに
伝えなければ」という思いを強く持っている。
しかし、卒園児に何が楽しかったか聞くと、「自
由に遊ぶのが一番楽しかった」と言う。保育
者には、子どもの主体性を大切にした遊びが

子どもにとって一番力を発揮できると説明しながら、あまり
無理強いはせず、そうした保育をやっている園に一緒に見
学に行くなどして、少しずつ意識を変えていった。​

●子どもの主体性を大切にした保育を進めるために、もと
もと多く取り入れていたリズム遊びや体育的な遊びを、少
しずつ減らしていった。戸板を飛び越えるなど、保護者が「す
ごい」と感じる活動をなくすのは大変だった。そのような
活動が好きな子どももいるが、苦手な子どもは自信をなく
したりもするため、保護者に一つ一つ丁寧に説明した。​

留意点
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　主体性

内容 効果

　子どもの「これがしたい」「あれが
したい」という主体的な思いが出てく
るように、子どもが本気で遊べる環
境を準備している。その一環として、
子どもがチャレンジしてみたいと思え
るような園庭を造っている。​

　園庭はまだ造り途中。現在は、築山が大小一つと
芝生、ツリーハウスが一つあり、階段のところにロー
プをぶら下げて作ったターザンロープもある。今年
は 6-7m の高さがある遊具もできた。次は川と池を
造ることを予定しており、子どもの運動に必要な動
きがすべて園庭の遊びで経験できるとよいと考えて
いる。​
　朝来たら、荷物を置いてすぐに園庭に行って自由
に遊ぶという保育を行っている。時折課題を出すこ
ともあるが、基本的には毎日遊ぶということを大事
にしている。​

　以前の園庭はグラウンドのように
なっていて、子どもはいつも端っこに
いて中心におらず、ドーナツのような
形で遊んでいた。園庭に起伏をつけ
て木を生やした今は、まんべんなく
広がって遊ぶようになった。芝生では

ランニングバイク、サッカー、鬼ごっこ。築山を越え
たところでは泥遊びをやったり色水をつくったりと、
一人一人がやりたい遊びを主体的に選び、本気で遊
んでいる様子が増えた。

（写真提供：とうみょうこども園）​

05.	　子どもが本気で遊べる
園庭づくり
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　主体性

内容 効果

　園がある大分県日田市は杉の産地
で建物も木造が多い。6 年前から、
専門の先生に入っていただきながら、
職員が、園庭に木でさまざまな遊具
を作っている。​
　以前は対象年齢が定まっている一

般の遊具を使っていたため、対象年齢以外の子ども
が使っていると「危ない」「やめて」といった否定的
な言葉でやめさせることが非常に多かった。しかし、
木を用いて保育者たちで作ることで、それぞれの年
齢や発達に合わせた、さまざまな遊具を作ることが
できるようになった。 下に一つ段を追加することで
登れなかった子どもも登れるようになったり、転んで
も痛くなかったりする。​
　安全のために、「自分の力だけでやること」をルー
ルにしている。物を台にして上がらない、誰かに手
伝ってもらって上がらないといったルールである。「自
分の力でやりたい」という気持ちを持ってやれるよう
にしている。​

●木の遊具に自発的に挑戦する中で、
子どもの表情が、とてもいきいきして
きたと感じる。最初に作った遊具は、
土から 70cm ほどの高さ、8m ほど
の長さの一本橋だった。その上を、
子どもたちが集中して進む表情や、

歩ききったときの達成感に満ちた表情など、表情か
ら子どもが夢中になって遊び込んでいると分かった。​

●小さい園児も毎日遊び、「端は危ない」ということ
を学んだり、 高い遊具には登れなくても斜面は上手
に降りることができるようになったりと、さまざまな
成長を見せる。「自分でやるんだ」という主体性が
育まれていると感じる。​

●他の子が頑張っているのを応援したり、「こうする
といいよ」と教え合ったり学び合ったりする様子もみ
られる。​

（写真提供：みそらこども園）​

06.	　地域の特産を活かした
木育
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　主体性

内容 効果

　もともとは真っ平らで、遊具が何
個かあるという園庭だった。3 年前、
遊具をすべて取り払い、築山や石垣
を造った。石垣は 2mくらいの高さ
があるが、子どもたちに主体的・意
欲的に遊んでもらいたいと考え、小

さい子が登っていたとしても「大人は絶対止めない」
というルールを設けている。​
　園庭の造り直しの際は、遊具メーカーの危機管理
の方に来てもらって、職員も研修を受けて、保護者
にも説明会をした。近所の木や駐車場にあった木を、
クレーンで吊って運び入れて造っていった。​
　造り直した園庭に園児たちが初めて出たとき、年
長児が石垣の上にさっと登って、上から地表を眺め
た。保育者が「上から跳ぶのかな」と思って見てい
たら、その子は一言、「高いなぁ」と呟いて跳ぶの
をやめた。次の日からは、石垣の途中から跳んだり、
石垣のてっぺんに座ってから跳んだり、最後には頂
上から飛び降りたりと、何日もかけて試行錯誤して、
自分の力を確かめながら挑戦していた。​

●自分で石垣の高さを確かめ、危険
を感じたり考えたりしながら、主体的
に挑戦する姿がみられる。石垣から
落ちないかと心配したが、3 年経って、
擦り傷などはあるものの、大きな怪
我は一つもない。​​

●園児たちは現在の園庭が大好きで、時々、窓から
見ながら「いい園庭だな」と呟いている。「ああ、楽
しかったな、明日もまたやろうね」と友だち同士で話
す姿も見られ、明日の意欲につながっていると感じる。​

（写真提供：あすかの森認定こども園）​

07.	　石垣への挑戦

●安全性を確保するため、造るときは、危
機管理の専門家に入ってもらって研修をし
たり、保護者への説明をしたりといったこと
が必要になる。​
●安全のために、「石垣の上ではけんかはし
ないように」と保育者から声をかけることは
ある。ただ、「けんかをするなら下に降りて
やるように」と伝える程度で、基本的には、
大人は絶対に規制しない、というルールに
している。​

留意点
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　主体性

内容 効果
　子どもの興味や関心に基づいた活
動になるように、子どもたちには日々、
好きな遊びを思いきりできる時間と環
境を用意している。砂場での水使用は
季節を問わず開放しており、木枯らし
吹く中で水遊びをする姿も見られる。

　砂場は 2 か所用意している。一つは、大きなスコッ
プで山を作ったり、水溜まりを作ったり、大胆でダ
イナミックな活動ができる砂場。もう一つは、ままご
とをしたり、小さな山を作ったり、穏やかに過ごせる
ような砂場。一人一人の発達の違いややりたいこと
の違いによって遊び分けられるようにしている。

●好きな遊びを思いきりできる時間
と環境の中で、それぞれの子どもが
いろいろな活動を主体的に展開して
いる。砂場では、暑い日に、水遊び
をしたい子どもが水道から水を出し
て、その水が砂場に出ていくと、そこ

から護岸工事のようなことが始まる。そして、友だち
と一緒に誘い合って集団で穴を掘っていったり、山
を作っていったりと、主体的な遊びの中で、声をか
け合いながら協力して遊ぶ姿も多く見られる。​

●砂場に水を流す遊びの中で、子ども自ら、砂と水
の関係について発見していた。水が高い所から低い
ところへ流れることはもちろん、砂がどんな風に散
らばり、広がっていくかなどについても観察している。

「先生、その先に行ったら、ものすごい細かい砂と
かが広がっているからな。つるっつるやし、気ぃつけ
な」と子どもが教えてくれることもあった。子どもは
遊ぶ環境があれば自ら遊ぶし、その中での発見や知
識を逆に大人に教えるような意欲も出てくるのだと感
じる。​

（写真提供：自然幼稚園）​

08.	　主体的で自由な
砂場遊び
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　主体性

09.	　

11.	　

10.	　一人一人、遊びこむ
時間と場所を保証する

子どもの「やりたい」を発展させる環境を整える

「やりたい」をやる機会と、
振り返る時間をつくる

これも Check!

　子どもがやりたいことを集中してやることを
保証する。​
　「納得いくまで取り組んだ」という達成感が、
後の非認知​能力になるのではないかと考えてい
る。個々の発達を大事​にしながら、一人一人
が自分の好きなことをみつけて遊び​込む保育を
行っている。​
　2 歳児からは年齢ごとに遊ぶ場所を分けてい
ないので、​園庭の小高い丘で、2 歳になったば
かりの子どもが大きい​子どもと一緒に遊ぶ場面
もよく見られる。大きい子どもに​追いつこうと、
2 歳の子どもがよいしょよいしょと丘を​登って、
体のバランスをとりながらまた降りて、といった​
ように、主体的に挑戦する姿も見られる。​

　子どもが主体的に遊べるように、やりたいことの
コーナーを子ども自身がつくって遊べるようにしてい
る。保育者はその中で、「次に子どもたちが何をやり
たいか」を予測しながら翌日の環境を構成する。​
　今、船づくりと、花壇の看板づくりの、2 つのグルー
プが子どもの中から出てきている。そのグループの中
でも、みんなが同じことをするのではなく、のこぎり
で木を切り続ける子どもや、絵を描き続ける子どもが
いる。グループのまとまりも持ちながら、それぞれ得

意なことを活かして、一人一人違うプロセスを経験し
ている。​
　注意しているのは、主体的と言いながらも保育者
が先回りして誘導してしまいがちになることである。
子どもの頑張っている姿を見て、成功させてあげたく
なる保育者の気持ちもよくわかる。しかし、「いま成
功させることが本当にその子どものためになるのか？」
と自分に問いかけながら、保育を進めていくよう気を
つけている。​

　朝 9 時半～ 10 時半まで、子どもの主体性
を大切にして、​自分のやりたい遊びを思いきり
遊ぶ時間を設けている。数年​かけてずいぶんと
遊び込めるようになった。​
　やりたいことをやる時間の後には、みんなで
振り返りする時間​を 10 ～ 15 分とって、みん
なに伝えたいこと、おもしろかった​ことを伝え
合い、考え合う。3・4・5 歳で年齢に応じて、​
やり方は少しずつグレードアップしていく。​
　大人の指示を待っていたような子どもも、一
年二年経つと、自分から考えて動けるようにな
る。また、友だちと語り合う姿がみられ、コミュ
ニケーション力が育って
きていると感じる。遊
びを粘り強くやれる
ようになり、また、
遊 び 込 んだ 後
だからか、片
付けも早く
なった。​
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　主体性

12.	　

14.	　

13.	　

15.	　

子どもたちで決められる
よう、見守って待つ

異年齢で、園児同士が
主体的に関わる

見通しをもてる、
メリハリのある計画

自分に合ったものを
選ぶ体験をたくさんさせる

　子どもが自分たちで決められるように、見
守って待つ​ようにしている。また、指示をたく
さん出さないように​心がけている。​
　いざこざの場面でも、「ケンカはだめでしょ」​
と注意するのではなく、「どうしてそうなった
か？」と​考え
るよう促し、
待つようにし
ている。​

　主体性を育てるために、異年齢保育を取り
入れている。年上の子どもから刺激を受けたり
学んだりすることも多いし、月齢が低い子ども
は、年下の子どもがいることで活躍の場所を見
つけることもある。​
　ある保護者から「うちの子ども、走るのが苦
手だったはずなのに、異年齢保育になってから、
走るのが大好きだといって、ずっと走っている
んですよ」という声を受けた。異年齢保育で年
下の子どもから「走るのすごい」と言われて自
信がつき、走ることに主体的に取り組むように
なったようだ。​
　水彩画の活動をするときは「出し方としまい
方以外、大人は一切教えない」というルール
を作った。子どもが描きたいときに道具を持っ
てきて、画用紙を持ってきて、好きに描く。そ
うすると、年長児が 3 歳児にやり方を教えたり
して、大人があれこれ教えるよりも、すぐに自
由に描けるようになる。​

　子どもたちが安心感をもって主体的に活動で
きるように、一日の計画にメリハリをつけている。
中遊びがあって、体操があって、外遊びがあって、
給食があって、午後の活動があるというように、
一日の見通しをもてるようにしている。​
　先生たちが「はい、次、何々行くよー」とか、

「次、こっちの部屋移動ですよ」とか「もうお
しまいね」とか、そういう声掛けをしなくても、
子どもたち自身で見通しを持って次の活動に
移っていける。​

　感覚は子ども一人一人、違うので、園では
「どっちにする？」という選択肢をたくさんつく
るようにしている。9 時過ぎには外に出て、午
前中いっぱい遊んで、夕方も外に出られるよう
にしているが、外だけでなく、室内で遊んでも
いい、泥んこで遊ぶのでもいい、としている。​
　園がある地域が下駄の産地なので、子ども
一人一人の下駄も​作っている。履くのは、靴で
も、下駄でも、はだしでもいい​としている。​
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　興味

内容 効果

　子どもたちが主体性を持って「やっ
てみたい！」と感じる遊びができるよ
うに、一人一人の興味や思いに合わ
せた環境の構成をしている。子ども
が興味を示したことに対し、保育者
は、教えるのではなく、遊びを発展

させる中でうまく伝えていくことを心がけている。​
　ある日、園の畑でとれたピーマンの種に興味を持っ
て数え始めた 5 歳児がいた。それをきっかけに、他
の子も加わって、かぼちゃ、すいか、キウイなど様々
な野菜や果物の種を数える活動に発展していった。
紙にテープで貼って数えて、職員がそれを写真で撮っ
て、データで保管した。一年間ずっと続けた子もいた。​
　飽きてしまう子どももいるが、種を数え続けること
を希望する子どもには、そのまま数えられる環境を
保育者がつくるようにした。「他の子どもはここで遊
んでるけどどうする？」と尋ね、子どもたち自身に選
択させた。​

●遊びを発見したり、遊び込んだり
する力が育っていると感じる。園外
保育で牧場に行ったとき、転園して
きたばかりの 5 歳児が「え、ボール
持ってくればよかった。何して遊んだ
らいいの？」と言った。すると他の

5 歳児たちが「なんでも遊べるんだよ！」「葉っぱで
も遊べるし、寝っ転がっても気持ちいいんだよ」と、
保育者が何も言わなくても声をかけていた。​

●種を数えるうちに、数の概念を、子どもたち自身
がどんどん発見していった。これとこれがまとまると
10 になる、100 になるという法則に気づいたり、リ
ンゴは種が少ないだろう、とそれぞれの植物の特徴
に気づいたりする様子も見られた。

（写真提供：赤城育心こども園）​

16.	　子どもの興味に寄り添う
～種を数えた一年間〜



17.	　

19.	　

18.	　

20.	　
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　興味

環境を整える。そして、
子どもの観察力を信じる

「子どもが興味を持って
いるか」の視点をもつ

季節に応じた、子どもの
興味を引きだす体験活動

子どもの興味に合わせた
日々 の環境の構成

これも Check!

　環境を整えれば、子どもは自ら興味・関心
をもって観察し、遊ぶ。観察力は大人よりも優
れていると感じる。大人は、環境を整え、子ど
もの力を信じ、子どもの発見に素直に驚けばよ
いと思う。​
　園の畑でオクラを植えていて、保育者が年長
組の子どもに「これ何か知ってる？」と聞いたら、
子どもが「知ってる。オクラやろ。先生、ほな知っ
てるか。これと同じような草、いっぱいあんね
んで」と答え、カタバミを教えてくれた。​​
　オクラもカタバミも熟すと黒くなった種が上
に向けてパーンと​はじ
けることを、子
どもは園の環境
の中で、自ら発
見していた。

　子どもが自分で考えて行う自主活動も取り入
れているが、自分で考えるためには、頭の中で
イメージする力が必要だと思う。そうしたイメー
ジの引き出しを増やすために、体験活動を多く
取り入れている。​
　体験活動は、季節に応じて、子どもの興味・
関心を引くような活動にしている。例えば初夏
は梅ジュース作りを行っている。単に「梅ジュー
スを作って美味しかったね」ではなく、作る前
に梅について調べたり、梅ジュースを作るとき
の匂いや手触りを五感を通じて体験してから、
飲む。そうした五感の体験がイメージとして残
ると考えている。​
　一人一人、得手不得手があるし、好き嫌い
がある。いろんなことを​やる中で、子どもたち
が自分の好きなも
のや得意なものを
見つけて​くれたら
いいと思う。​

　園では「子どもたちの非認知的な部分が刺
激されているかどうかを意識する」という保育
の留意点として、非認知能力という言葉を使っ
ている。​
　どんな活動をやるにせよ、大事なのは、子ど
もが興味を持っているか、楽しんでいるかを、
保育者がきちんと見とることだと考えている。​
　運動会などの行事でも、子どもが選択できる
ように競技内容を調整したり、子どもの意思決
定や意欲を取り入れる構成にしたりしていて、
以前とは変わってきたと感じる。​

　毎日、園児たちが遊びの振り返りをする。そ
の中で、園児が何に興味を持っているかという
のを保育者が考え、より楽しく遊びが展開でき
るように、翌日の保育環境を考える。園児の
反応を見て、月ごとに見直しをしている。​
　例えば、おうちごっこが多く見られるように
なったので、それが園庭でもできるように、保
育者がテントやタープを張って、子どもがおう
ちに見立てられるようにした。今は園庭遊びの
拠点にもなっている。​
　ただし、保育者による環境の構成が先回りし
すぎてしまわないよう、注意している。​
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　感受性

内容 効果

　身近な自然を五感で感じてもらうこ
とを心がけている。お散歩では、外
で十分体を動かしたり、風を感じた
りしている。雨の日も、カッパを着て
外に出て、雨を感じる。また、給食
のおいしい匂いを感じるということも

大切にしている。​
　五感を通した自然との関わりとして、泥団子のコー
ナーを設けている。園庭では他にも、水を使って、
土を掘って、川を作って遊んでいる。また、木もたく
さん植えているので、ドングリ・姫リンゴなどの実を
使ってごっこ遊びをすることもできる。​

●いろいろな砂の感触を感じ、どの
砂が形よく握れるか、どのように握る
とまん丸になるかなど実際に確かめ
ながら、探究する子どもの姿がみら
れる。​

●子どもたちが「この園が楽しい！」と声にする。子
どもたちは、周りの人やモノに気を散らされることな
く、遊び込んでいる。​

●子どもが感じたことを言葉にする瞬間に、保育者
がより多くの注意を向けるようになった。日々の保育
の中で「子どもからこんな声が聞こえたよ」と保育
者同士、話すことが増えた。​

（写真提供：たかはたこども園）​

21.	　五感を通して 自然と関わる

留意点

●以前は保育者主導の活動が多かったが、
今は違ってきている。保育者が以前との
ギャップに戸惑うこともあると思うので、対
話を丁寧にすることを心がけている。​

●保護者にも園だよりやブログで、子ども
たちの活動を丁寧に伝えるようにしている。​
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　感受性

内容 効果

　園がある南魚沼市は豪雪地帯で、
米どころである。その環境を活かし、
スキーや米作りの体験活動を取り入
れている。​
　雪国であっても、雪が降っている
ときはあまり外に出ないが、園では、

あえて雪の中でもスキーをする。その環境の只中に
いることで感じることや見えてくるものもある、と考
えている。​
　米作りは、園庭そばの田んぼを使って、代掻きか
ら田植え、手刈りでの稲刈り、天日干し、脱穀、精
米、ぬかガマの中にもみ殻とすぎっぱを入れて米を
炊いて食べる、という昔ながらの手法で行っている。​

●子どもが足元の雪の感触や冷たい
空気を感じながら、雪の中で遊ぶ楽
しさに気づく姿がみられる。最初は
雪の中を歩くのも大変で、「いやだ」
と雪で遊ぶのを嫌がっていた子も、
他の子がすぐに滑れるようになる姿を

見て、やってみたいという思いが生じ滑り始める。そ
して、すいすい滑って雪遊びを楽しんでいる様子が
見られる。​

●米作りでは、米を通じて四季の移り変わりを感
じたり、米ができるまでに時間や手間がかかること
を実感する様子が見られる。田んぼにはヒルがいて

「くっついて気持ち悪い」と言う子どももいるが、そ
うした生き物も、稲が育つ環境として大事なのだと
話す機会になっている。​

（写真提供：幼保連携型認定こども園　金城幼稚園・保育園 )

園庭そばの田んぼで米作り​ 脱穀の様子​

22.	　地域の自然を活かした
自然と関わる 体験活動
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　感受性

内容 効果

　どろどろの感覚や、暑い・寒い・
ぬるいといった、いろいろな感覚を
多く体験してほしいと思い、泥んこ
遊びがたくさんできるようにしてい
る。遊ぶ場所や部屋は保育者が決
めるのではなく、子ども自身が選ぶ

ことができるようにしているので、好きな時に泥ん
こ遊びができる。​
　水道に樋を差し込んで、築山や砂場に流し、小川
を作ったり、泥を作ったりしている。​
　服の汚れを気にせずに思いきり遊べるように、1
歳児の 5 月後半から泥遊び用の服を持ってきても
らっている。泥遊びの時はそれを着て、満足するま
で遊んだら元の服に着替えるという形をとっている。

●どろどろの感触や温度の変化を肌
で感じて楽しむ子どもの姿がみられ
る。​

●泥んこ遊びや日々の経験の中で、
様々な身体的感覚が育っていると感

じる。 2 歳児が、水を流す 3m 位の雨樋を運んで
いて、園庭にあるトンネルを通ろうとしていた。「樋
がつっかえるんだろうな」と思って見ていたら、その
子どもは体をサッとまっすぐにして、スイっとうまくト
ンネルを通っていた。「自分の体はここまである」「自
分の体をこうしたらこうなる」「ここに力を入れればこ
ういうことができる」といったことを感覚として知っ
ているのだと感じた。​

（写真提供：みそらこども園）​

23.	　泥んこ遊び



　お散歩に行って、近くの山や川で、身
近な生き物や自然に触れる活動を行っ
ている。また、園の中ではカブトムシの
幼虫を育てており、池にはオタマジャク
シがいる。できるだけ実物を体験できる
ようにしている。​
　また、子どもが見つけたら調べられる
図鑑なども用意しており、保育者はス
マホやタブレットなどの IT も活用しなが
ら、お散歩中に写真を撮って、名前な
どを調べている。身近な生き物や植物
などに向ける注意やそれらの変化を感
じとる心が育ってきていると感じる。​
　中には危険な虫などもいるため、保
育室に危険な虫について表示している。
また、保育者の中には、虫が苦手だっ
たり、自然の中での活動をしたことがな
かったりする人もたくさんいて、「子ども
が満足するまでやらせてあげて」と言っ
ても、十分には行えない部分もある。
無理せず少しでもやってみることができ
れば良しとして、次に進むことにしている。​
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　感受性

24.	　

26.	　

25.	　手のひらいっぱいに
絵の具をつけて色を楽しむ

植えて、育てて、食べる。
自然との関わりを感じる

身近な自然に
目を向ける

これも Check!

　ジャガイモ掘り、たまねぎ植え、さつまいもの収穫など、「植えて、
育てて、食べる」活動を、ほぼ毎月行っている。自然との関わりの中
で感性を育んでいきたいという意図がある。​
　種からポットに植えて育てる活動は、子どもに響いたようだ。​

「小さな種がこんなに大きくなって、トマトもキュウリも食べられるんだ」​
という感動につながった。​

　体を使って色を感じ楽しんでもらうことを
意図して、手に色とりどりの絵の具をつけて、
指や手のひらををつかって模造紙を塗ってい
く、絵の具遊びを行っている。​
　晴れた日に園庭でブルーシートを敷いて、
テーブルの上に白い模造紙を何枚も広げて行
う。水彩絵の具は黄色、赤、黄緑といった
明るい色を水や水のりで溶いて器に入れ、子
どもが思い思いに塗ってよいとしている。子
どもは「色がついたから洗わなきゃ」といっ
たことを気にせず思いきり手に絵の具をつけ
て、模造紙にダイナミックに色を塗って楽し
んでいる。​
　絵の具で色をつけることで、自分の手がも
ともとどんな色で​あったかに気づいたり、模
造紙に押された手形の色や形の違いに​気づく
様子が見られる。
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　想像性

内容 効果

　子どもが自由に想像できるように、
布や紐、羊毛で作ったボールなど、
さまざまなものに見立てられるシンプ
ルなおもちゃを各クラスに配置してい
る。人形も、目や鼻や口がうっすらし
か描かれていないものを用いている。​

また、子どもが物の仕組みや成り立ちに気づけるよ
うに、保育者が手作りする玩具は、製作や修繕の
過程が子どもたちにも見えるようにしている。
　自然物もおもちゃに活用している。園の敷地や地
域で植物などを集めて保管し、子どもが自由に使え
るようにしている。

●布や紐や木材を自由に、いろいろ
なものに見立てて遊ぶ子どもの姿が
見られる。想像性が発揮されている
と感じる。​

●保育者が物を製作したり修繕したりする過程を１・
２歳児から見ていることで、幼児期になると、子ど
も自身で、身近な素材を使ってイメージした物を制
作する姿が多く見られるようになる。

●年長児が種や石を竹筒の中に入れて楽器にして、
様々な音を作って遊んでいた。部屋にあるものでど
んな音が出るか試し、コンサートを開いた。シンプ
ルな素材から想像性をもってさまざまに遊ぶことが
できるのだと感じる。​

（写真提供：認定こども園モモ）​

見立て遊び↑

見立て遊び↑↑音遊びの様子​

27.	　子どもが自由に想像できる
玩具の工夫
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　粘り強さ

効果

●あえて便利ではない環境
にしている中で、完成する
まで試行錯誤しながら何度
も取り組む粘り強さが、子
どもたちに育っている様子
がみられる。​

●子どもたちが自分で染めた布で遊具や
人形の服を作ったり、染めた毛糸で自分
の帽子を作ったり、想像性を持っていろん
な遊びに発展させている様子もみられる。​

●染色の花探しの時、地域の野鳥の会の
人が「このあいだ○○さんからあなたたち
が○○の花を探しているって聞いたけど、
あそこに行くといいよ」と教えてくれた。
一つの活動が地域に発展し、様々な方に
お世話になっている。その中で人との関わ
り方や繋がりが学べていると感じる。

（写真提供：認定こども園モモ）​

↑染色の様子​

28.	　子どもの発想 にとことん付き合う

内容

　子どもが遊びに没頭できる環境と心動かさ
れるものとの出会いを保証すること、そして、
そこから動き出す力を支えることを大切にして
いる。物作りや活動も子どもたち自身で発案
して行えるようにしている。
　スイカ割りをしたいと言ったクラスでは、子

どもたちが、スイカをどうやって運ぶかを考えて、段ボールで
車を作った。スイカを運べるかどうかを調べるために、スイ
カくらいの重さのものを載せては引っ張り、壊れ、また作り、
壊れ…ということを粘り強く繰り返し、完成したときには秋に
なっていたが、スイカ割りを実現することができた。流しそう
めんをしたいと言った時も、竹藪探しからスタートし、流しそ
うめんができたのが 11 月くらいになってしまって、寒いから
にゅう麺にした。保育者たちも、子どもたちにとことん付き合っ
ている。​
　1・2 歳児は色水遊びからスタートし、幼児クラスになる
と草木染を始める。赤い花だからといって赤い色が出るわけ
ではない。子どもたちはどうにかして出したい色があると、園
の中だけでなくて、歩いている人や畑仕事をしている人に「こ
ういう花の色知りませんか」と聞くこともあった。​
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　自信

内容 効果

　マーチングなどの活動を取り入
れているが、上手にできる子を育
てたり、すごい作品を作ったりする
ことが目的ではない。子どもに「あ、
こういうものもあるんだな」と興味
を持って体験してもらうこと、最後

までやり遂げたという達成感を感じてもらうことを
目的としている。​
　子どもが自分で活動を「やりたい」と思えるよ
うに、保育者は子どもたちの言っていることを聞
き、活動の楽しさを感じてもらえるような言葉の
キャッチボールをするよう心がけている。また、子
ども自身が何らかの達成感を感じられるように、
保育者がスモールステップの目標を設定し、日々
子どもをエンカレッジすることを心がけている。​
　マーチングは 4 歳児から始めている。2・3 歳
児の時に「お兄さんお姉さんたちの発表を見に行
く」機会をつくり、憧れの気持ちや興味がもてる
ようにしている。「来年はみんなもこれをやれるん
だよ」と、つながりを意識させ活動への興味を引
き出すようにしている。​

　一人一人、得手不得手があるので、
マーチングが苦手な子どもも出てくる。
そのような中でも、目標設定を工夫し
たり、楽しませる工夫をしたりすること
で、「全員で頑張れたね」と達成感を味
わう子どもの姿が見られるようになった。

途中で「もううちの子は演奏に参加させなくていいです」
と保護者が言い出すケースもあるが、最後まで取り組め
た子どもの姿を見て「うちの子も最後まで頑張れるんで
すね」と、保護者が子どもの力をより信頼するようになった。 

（写真提供：認定こども園　あかつき保育園）​

29.	　活動の工夫

留意点

　以前は設定をクリアすることに重点が置
かれていたが、今は、「みんなで楽しくやっ
たら、結果的にここまで来た」という形に
持っていくことに重点を置いている。保育
者には「ここまでできるようにさせなきゃ」
といった考えが起こりがちだが、「子どもの
ためにはどうしたらいいか」「本当にそれは
子どものためになっているのか」ということ
を考え、楽しく取り組むことを優先するよ
う留意している。​
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　自信

留意点

30.	　自分を発揮するきっかけとなる
異年齢での関わり

内容

　保育所からこども園に移行した園
であるため、長時間保育の子ども
がいるのが当たり前の環境にある。
9:30 ～ 13:00 の教育時間は学年を
主としたカリキュラムがあるが、それ
以外の朝夕は、一日を通した生活リ

ズムをつくる時間としている。​
　生活リズムをつくる時間は、3 歳以上児について
は縦割りとし、異年齢保育を行っている。年上の子
どもにとって、年下の子どもとの関わりは、我慢しな
ければならないこともあり、調整する力や、人と関わ
る力が育つ機会になると考えている。また、月齢が
低い子どもにとっては、年下の子どもとの関わりの中
で自分を発揮したり自己有用感を高めたりできる機
会になると考えている。​
　教育時間においても、異年齢で行うほうがよい活
動の場合は、異年齢での活動にしている。異年齢の
活動では、普段は引っ込み思案な子どもをあえてリー
ダーにしてみるなど、子どもが自分を発揮する場面
やきっかけをつくる試みも積極的に行っている。​

（写真提供：認定こども園ピノ）​

効果

　例えば、きょうだいの末っ子で、
きょうだい間でも、クラスの友だち
の間でも、いまいち自分を発揮で
きない、といった不満感がある子
どもが、異年齢保育の中で自信を
もって活動したり、生き生きと活
躍したりといった姿が見られる。

　子どもが自分を発揮し、自分を信頼
するためには、保育者が「子どもは一
人一人異なる可能性や課題がある」と
いう意識を持つことが重要だと思う。
その子どもらしく育つことができる環境
を園が保証するよう、「あなたらしく育
つのでいいんだよ」と絶えずメッセージ
にして伝えるよう心がけている。



これも Check!
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　自信

お泊り行事で自信をつけて、キャンプ行事へ Go!

異年齢での関わりを通し、自分の力や自分のペースを把握する

　年長児になると、園で一泊する
お泊り行事と、二泊三日でキャン
プ場に泊まるキャンプ行事がある。​
　お泊り保育を先に行うことで、
子どもは自分で身支度したり集団
の中で生活したりする自信をつけ
てキャンプに行くことができる。​
　キャンプでは自然に巡り合いな
がら、川遊びにしろ、山歩きにし
ろ、親元を離れているので、子ど
も自身で、危険かどうか、できる
かどうかを判断したり、できない
ことを友だち同士で励まし合った
り助け合ったりする姿が見られる。

　3・４・５歳児は異年齢保育にしている。3・
４歳児は年上の子どもと遊ぶ中でさらに上のレ
ベルに挑戦する気持ちが出る。​
　5 歳児にとっては、年下の 3・4 歳児と一緒
に遊ぶことで、5 歳児だけで過ごす時よりも活動
のレベルが上がり、難しくなる。5 歳児だったら

簡単にできることを、3 歳児がいるから調整しな
がら遊ばないといけないことも出てくる。そうし
た場面でこそ非認知能力がより育つと思う。​
　異年齢保育は「何歳児クラスならここまでで
きるはず」という思い込みがないので、月齢が
低い子どもも自分のペースで育っていける。

31.	　

32.	　　



27

取り組み事例　　自己に関わる心の力　　思考力

33.	　子ども自身の気づき
を促す工夫

効果

　和太鼓は、器用にでき
る子どももいれば、なかな
か時間がかかる子どももい
る。みんなで一つの曲を仕
上げていくために、苦手な
子には少し簡単なリズムで

叩けるように調整したり、役割を分担した
り、子どもたちが上手な協同のしかたを考
える機会にもなっている。また、友だちと
一緒に演奏することが楽しいという気づき
にもつながっていると感じる。​

（写真提供：天神山こども園）​

←他のクラスの演奏を見る中
で気づきを得る​

内容

　音楽教室や和太鼓などの活動を行っている
が、教えられて行動することではなく、子ど
もが自ら考えて発展していくことを重視してい
る。保育者は行動を一つ一つ指示するのでは
なく、7 割程度アドバイス、3 割程度は子ど
も自身が考える、ということを心がけている。​

　園がある岸和田市はだんじり祭りが有名で「鳴り物」とい
われる太鼓のポジションがある。町全体が太鼓に親しんでい
ることもあり、4 歳児クラスから、地域の取り組みとして和太
鼓をやっている。​
　和太鼓は楽譜もないし音程もない。教え方も特徴的。最
初は思うようにならない。立つ位置やバチの持ち方など、初
歩的なことから始め、一つ一つ段階を踏んでいく。4 歳児に
は 5 歳児の姿を見せ「ああなりたい」「こうなれるんだ」と
いうイメージや気づきを促している。​
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　思考力

跳び箱、何段跳ぶ？ 

内容 効果

　10 月の運動会に年長児は跳び
箱をする。自分で決めた段数をかっ
こよく跳ぶことを目標に、７月頃か
ら時間をかけて取り組む。自分が
跳びたい段数と自分がきちんと跳
べる段数（実力）の認識を擦り合

わせていくプロセスで、自分を客観視する力を育
みたいと考えている。​
　運動会の前に、「段合わせ」の日を設け、自分
で申告した段数を先生の前で跳んでみる。かっこ
よく跳べたら OK、跳べなかったら、段数を調整
するよう話し合う。​
　高い段を跳べることがすごいのではなく、自分
が決めた段をきちんと跳ぶのがかっこいい、という
ことを伝える。​
　本番に向けて、実力より低めの段数を申告する
子や、余裕に跳べる段で「もういいや」とあきら
めてしまう子には、「もう一段いける、いけるよ！」
と挑戦する気持ちを引き出すよう声掛けする。​

●練習する中で、子どもが自分で跳べる
段数や自分の力をだんだん正確に見積も
れるようになってくる。​

●練習する中でより高い段が飛べるよう
になると、表情が一気に輝く。他の子ど

もとの比較によってではなく、自分が見積もった自分の
力が更新されることで自信が増していく様子が見ら
れる。​

●保育者がそばについて受け止めてくれるという安心感
の中で、怖気づかずに挑戦する様子が見られる。

（写真提供：原町幼稚園）

34.	　

留意点

高く跳ばせた方がよいと保育者も保護者も
思ってしまいがちだが、一人一人、得手
不得手がある。自分ができる範囲でベスト
を尽くすことを重視している。高く跳ぶの
がよいのではなく、自分が決めた段をかっ
こよく跳べるのがよいという価値観を伝え
ることを心がけている。​
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取り組み事例　　自己に関わる心の力　　思考力

　0・１・２歳から少しずつ、生活習慣
を自分でできるように促す。例えば食事
は口を開けて食べさせてもらうのを待つ
のではなく、自分で手づかみして食べる
ことや、自分でスプーンを持って食べる
ことを奨励していく。食べた後は「ごち
そうさまでした」を言って椅子を直して
後始末をし、そして、自分の場所ですーっ
と寝る、というふうに、自分で考えて次
の行動をとることができるようにする。​
　一連の流れを保育者間で決めて、子
どもに指示するのではなく、やって見せ
ている。教えなければいけないときは
教えるが、無駄にあれこれ指示はしな
い。食事の後、エプロンをとるところか
ら畳み方も、こんな風に畳むということ
を子どもにやって見せて、席を立つとき
にも「ごちそうさまでした」を言って立っ
て椅子を入れる、ということを保育者が
やって見せる。こういった取り組みの中
で、保育者の指示を待つようなことが
減り、子どもが自ら考えて行動できるよ
うになったと感じる。​

35.	　 36.	　

37.	　

これも Check!

　非認知能力の中には、論理的思考や、批判的思考もあると思う。
相手が大人であっても、違うと思ったら違うと言っていい、という関わ
りをしている。​
​　年齢が上がるにつれ、相手が保護者であろうと保育者で​あろうと、
自分の意見をしっかりと伝えられるように​なっていく。​

　保育者から指示をしたり教えたりして子ど
もを動かすのではなく、子どもに問いかけ、
子ども自身が考える。運動会のリレーも、単
にリレーをするのではなく、子ども同士で話
し合って順番を決め、作戦を考える。何か問
題があったときには、子どもに「じゃあどうし
たらいい？」と問いかけをする。​

　大人からの指示を待つのではなく、子ども
自身が考えて行動できるようにしたい。何か
トラブルが起きたら「どう思う？」など、問
いかけることで、問題解決を共にやっていく、
あるいは子ども同士で話し合うよう促す。

　保育者と子どもとで一緒にサッカーや鬼
ごっこをやるとき、保育者は「どうやったら
ボールを集められるか」「どうやったらつかま
えられるか」といった課題を意識させ、子ど
もが自ら考えながら遊べるよう心がけている。​

指示ではなく問いかけ、
子ども自ら考える（複数園の取り組み） 

園①

園②　

園③

大人も子どもも対等な関わり

指示ではなくやって見せ、
子ども自ら考える
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　協同性

年長児の

グループ自主活動

内容

効果

　年長児が自分たちで自由にグ
ル​ープを作り、やることを決め、​い
ろんなものを作ったり発表した​りす
る、自主活動を行っている。​
　これまでの取り組み例としては、​
段ボールで家を作る、ゲームセン​

ターを作る、ロボットを作る、お​化け屋敷を作る、
ファッション​ショーをする、絵本を作る、跳び​箱
の発表をする、ダンス発表をする、​お店屋さんを
開くなどがあった。基本的になんでも、子どもた
ちがやりたいことを、子どもたち自身で決めて行う
ことにしている。​
　年長クラスの 2 学期後半の、2 か月くらいの期
間、週に 2・3 回、活動の時間をとって準備をして、
最後に発表する。最初は保護者向けの発表をして
いたが、そうすると活動の途中が楽しくなかった
り、発表の準備の方に手を取られてしまうという
ことがあった。そのため、現在では保護者には発
表せずに、年長児同士の発表として、年中児にも
一緒に見てもらう形にしている。​

　客観的に評価するのは難しいが、子ど
もが積極的にグループ活動に取り組み、
仲間と話し合って一緒にものを作ったり
発表することの楽しさを感じている様子
がみられる。発表が終わった後も、子ど
もたちから「もっとやりたい」「もっと時
間をとってこういうことをやりたい」とい
う声が出る。​

（写真提供：認定こども園つばさ）

38.	　

留意点

　活動テーマを決める際に難しさがある。
子どもたちに自由に決めてもらいたいが、ど
うしても最初は「運動会をやる」「テレビゲー
ムをやりたい」「遊園地に行きたい」など、
自分の過去の経験の中で楽しかったことに
偏ってしまいがちである。グループで一つの
ものを作り上げる楽しさを体験してもらいた
い、というねらいのもと、子どもたちが活
動を進める過程で自分たちのやりたいことを
実現できるような工夫が必要である。​
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　協同性

5 歳児のパーティ企画

留意点

39.	　

内容

　調整する力や、人と関わる力の育ち
を意図して、活動の準備・話し合い
から子どもが主体となって取り組む活
動を、5 歳児クラスに取り入れている。​
　6 月には、自分たちが育てたじゃが
いもでパーティをするという、じゃが

いもパーティがある。 4 歳児クラスの 2 月に種芋を
植え、年長になった収穫間近の 5 月から、パーティ
で「何を作るか」「どんなことをしたいか」「だれを
呼びたいか」といったことの話し合いを、子どもたち
が主体となって行っている。​
　子ども主体の企画や話し合いは、年間を通して、
いろいろな場面で行われる。子どもが協同して行う
ような表現活動だったり、異年齢で行う活動で普段
は引っ込み思案な子をリーダーにあえてしてみたりす
ることもある。年度の最後に行うひなぎくパーティは、
保護者も招待して行っている。​
　話し合いは、時間を決めてやるというよりも、そ
の時その時の子どもの雰囲気に合わせて行う。朝の
会のときや、じゃがいものプランターの前を通ったと
きなどに、保育者が話を振ってみることもある。

（写真提供：認定こども園ピノ）​

効果

●最初は、ある程度、保育者が
調整する必要があるが、最後は保
育者がいなくても、子どもだけで
話し合いが成立するようになる。​

●話し合いを通して、「そんな意見
もあるね」と他の子どもの考えを
取り入れる視野の広さや、みんな
でよりよいものをつくっていこうと
する意欲がどんどん育っている様
子が見られる。​

　最初は、自分だけ発言しようとする
子どもや、なかなか発言できない子ど
ももいる。保育者は発言できない子ど
もが発言しようとする素振りや、ぼそっ
と言う一言をすかさず拾うようにする。​
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　協同性

サークルタイム40.	　

内容

効果

　子どもたちが丸くなって意見を
言い合う「サークルタイム」を取
り入れている。5 歳児が中心だが、
4 歳児も「時間が余ったけど、こ
れからどうする？」など簡単なテー

マから話し合いをする。自分で考えて提案する力
や、相手の意見を聴きながら自分たちで話し合い
を進めていく調整力を育みたいと考えている。​
　保育者は進行役を務め、意見がなかなか言え
ない子どもに話を振って意見を求めるなどする。
結論や答えについては、出すときもあるが、出さ
ないときもある。​
　以前、家で作ったアイロンビーズを持ってきて
配る子どもがいた。園では「おもちゃを持ってこ
ないように」というきまりはあるものの、お手紙
や折り紙を友だちにあげるのは問題ない。アイロ
ンビーズは作品でもあるので、持ってきてよいかど
うか、年長児がサークルタイムで話し合いをした。
そこでもいろいろな意見が出たが、アイロンビーズ
は保護者に買ってもらっているため「家に帰って

●子どもたち自身で意見を出し合い、問
題解決する姿が見られるようになった。​

●サークルタイムでは、結論を出すこと
だけにこだわらず、お互いがどう感じる
かを理解し合う姿も見られる。画一的な
ものを求めない活動の中で、一人一人

がバラバラで異なることやペースが違うことも認め合え
るようになった。​

（写真提供：原町幼稚園）​

聞いてこよう」ということになり、保護者からさらに
様々な意見が出た。その意見をまた持ち寄って、話
し合いをした。​
　園から「アイロンビーズを持ってこないでください」
というのは簡単だが、あえてそれを言わずに子どもた
ちからムーブメントを起こしてもらった。その話し合
いの結論は結局出さなかったが、「やめた方がよいか
な」と子どもたち自身が思ったのか、そのうち誰も持っ
てこなくなった。​
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　協同性

子どもミーティング41.	　

内容

効果

　子ども同士でのミーティングをク
ラスに取り入れている。3 歳児クラ
スから、最初は保育者主導でミー
ティングを始めるが、5 歳児になる
と子どもたちだけでミーティングを

している。​
　相手の言葉を聞いて、自分とは違う意見に触れ
て「あ、いろんな意見があるんだな」ということ
を認識して、お互いコミュニケーションが取れるよ
うになることを意図している。​
　ミーティングのパターンはさまざま、保育者の
関わり方もさまざまである。少人数で話し合うと
きは、子ども自身が「キャンプで何したい？」など
の問いかけをして、自由に話すこともある。大人
数で、保育者が司会者になって、それぞれの意見
を聞くこともある。​
　3 歳児の、グループの名前を決めるだけの話し
合いでも「ライオンがいい」「トラがいい」と、意
見がばらばらになった。決め方も、子どもの中から

「ジャンケンで決めよう」「なんでその名前がいい

　最初は、保育者が「全員で一言ずつ
しゃべろうね」と言っても、自分だけ話
すことで満足していたが、年長児になる
と、保育者が言わなくても、「みんな話
そうよ」と、自分から相手の気持ちを思
いやる様子がみられるようになる。相手

の意見も取り入れて、よりよい活動にしようという意
欲も育っていると感じる。​

（写真提供：むさしこども園）

↓キャンプの話し合いで、​やりたい
ものを決めている​ところ​

↑みんなで出した候補の中から​
好きなものを選んでいるところ​

のかを話そう」と意見が出て、ずっとアピールし続け
る子どもがいたり、他の子がその意見を認めてあげ
るということがあったり、様々なやり取りがあった。
なるべく保育者が入らず、きっかけだけあげるよう
にして、子どもたち自身で決められたらよいと考えて
いる。​
　年長児は夏、キャンプをする。今年は園でキャン
プすることとなり、園外に買い物に行くことになった。
子どもたちが、お肉をどこで買ったらいいかなど、家
族に聞いてきたり、チラシを持ってきたりしたものを
保育室の壁に貼って、みんなで見比べて「どこに行
こうか」という話をしている。​
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　協同性

協同遊びが生まれる

築山42.	　

内容 効果

　もとは真っ平らな園庭だったが、
遊具を一度全部取っ払って、園庭
の真ん中に黒土で築山を造った。​
　園庭では、水を水道から自由に
引いてよいとしているので、子ども

たちは築山の中腹に砂でトンネルを作って水を通
す遊びをよく行っている。​
　水を運ぶ人、トンネルまでの道を作る人、水を
流す指示を出す人、というように、子どもたちは
それぞれ自分の役割をみつけて、お互い対話しな
がら、山の上にバケツを 20 杯くらい並べて、水
を流して遊んでいる。​
　水を流すので、月日が経つと、築山の土が流れ
てどんどん小さくなってしまう。土が減ったら職員
が黒土を入れて山にして維持している。​

●トンネルに水を流すという目標に向
かって、一人一人が自分の役割をみつけ、
互いに連携をとって遊んでいる様子がみ
られ、対話的で協同的な遊びになってい
ると感じる。​

●水を流すということの中にも、水が高いところから
低いところに流れるという学びがあり、楽しみながら
学びとっていることがあると感じる。​

（写真提供：あすかの森認定こども園）​
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　協同性

「他者と関わる遊び」の
環境をととのえる

子ども同士のやりとりを促す保育者の声かけ

遊び込む中で、自分も相手
も尊重する気持ちを育む

　３・４・5 歳児の各クラスに、ままご
とコーナー、制作コーナー、積み木コー
ナーの 3 つのコーナーが基本的にあっ
て、自分で興味を持った遊び、やりたい
と思う遊びを行えるようにしている。​
　その中で、気持ちを伝えあったり、自
分も大事だが相手も大事だということ
を、子どもたちが活動や遊びを通して育
んでいくことを重視している。​
　例えば、 5 歳児クラスの子どもが、ま
まごとコーナーでお店屋さんごっこをし
ているときに、2・3・4 歳クラスに宣伝
に行ったらいいんじゃないかと言って宣
伝に行く。宣伝を受けて、年下の子ども
たちが買い物に来る。そこで言葉のやり
とりがあって、自分のクラスに戻った年
下の子どもたちが同じように作ってみる。
そういった、遊びの中での他者とのやり
とり、お互いの気持ちの伝え合いを重視
している。​

43.	　 44.	　　

45.	　

これも Check!

　子どもが分からないことや行き詰ったことがあって保育者に聞い
てきたときに、「〇〇ちゃんさっきうまくやっていたよ。ちょっと聞い
てみたら？」など、他の子どもに聞くことをさりげなく促す。​
　そうすることによって「〇〇ちゃんすごいね」と、友だちを認め
るきっかけになるかもしれない。そして、「じゃあこうしたらどうす
る？」とさらに聞くことが出てきて、同じ目的に向かって考えを出し
合うということにもなる。そう考えて、日頃から他の子どもとのやり
とりを促す投げかけをしている。​

　未満児ではごっこ遊びを大事にしている。
社会性を育むために、子ども同士でものをや
りとりする遊びや役になりきる遊びが大切だ
と考えている。​
　幼児は、友だちと一緒にすると楽しい​とい
う気持ちが湧き上がってくるので、​サッカー
などのルールのある遊びや、​役割分担をする
ような遊びができる​環境を整えている。​
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　思いやり

異年齢での
園児同士の関わり

内容

効果

　3・4・5 歳児は、異年齢が一緒
に​生活する異年齢保育にしている。​
年齢ごとのクラスがあるのと同時​
に、縦割りで 3 グループつくってい
て、​それぞれ担任がいる。75 人
の子ども​を、年齢担任 3 人、縦割

り担任 3 人の​計 6 人で見ている。​
　制作も年齢別に分けるのではなく、興味や関心
をもって取り組めるように、「どれにする？」と子
どもたちが選ぶことのできる、複数の教材を用意
している。4 歳児が一番難しいものを選ぶことも
ある。

●異年齢保育の中で、年上の子ども
が年下の子どもをお世話したり助けた
りといった、思いやりを発揮する姿が
見られる。年下の子どもは年上の子
どもを見て「自分もやりたい」と挑戦
できたり、月齢が低い子どもが年下

の子どもと遊べたりする。​

●保育者も、「〇歳児はいつまでにこれをしなければ
ならない」ということがなくなり、「はやく」「なんで
できないの」「もっとがんばって」といった、子ども
を傷つける言葉が出てしまうことも少なくなった。​​

●保育者同士も、他のグループのことに関心をもっ
て互いに手伝うといった、思いやりの姿勢につながっ
たと感じる。

（写真提供：みそらこども園）

46.	　

留意点

　異年齢保育では参考資料が少なく、カ
リキュラムを立てることが難しい面がある。
基本的には前年度を参考にして全体像を
作成したうえで、その学年だけ特別に行う
行事などを組み入れていく形をとっている。​
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　思いやり

長期休暇中の縦割り

留意点

（写真提供：みそらこども園）

47.	　

内容

　幼稚園から認定こども園になった
ため、横割りのクラス編成をしてい
る。一方で、縦の人間関係を広げ
ることも必要だと考え、夏の長期休
暇中などは３・４・５歳児で異年齢
保育を行うための縦割りクラスを組

んでいる。​
　卒園児の半数ほどは地元の小学校に進学する
が、他の小学校に行く子どももいる。そのため、
縦割りでは、なるべく小学校が同じになるように
調整したクラスを組んでいる。​
　社会には様々な年齢の人が共に暮らしている。
縦割りはそうした社会の縮図と考え、横割りは毎
年クラス替えをするが、縦割りはクラス替えをしな
い。​

（写真提供：認定こども園 福井佼成幼稚園）​

効果

●縦割りでいろんな子どもが混
ざって遊ぶことに慣れているので、
自分とは異なる、いろいろな友だ
ちに対する思いやりが育ってきて
いると感じる。​

● 4 歳児が 5 歳児の姿を見て、
大きくなったらどう振る舞えばよい
か、学んでいる。年長児になった
とき、保育者が教えるまでもなく
分かって振る舞えている姿が見ら
れる。​

　5 歳児はとても面倒見がよいため、
ありがたい反面、頑張りすぎてしまう面
もある。縦割りの中にも、年齢ごとに
集まる息抜き時間をつくっておき、年齢
ごとの部屋に帰って遊ぶことで、頑張り
すぎる 5 歳児の息抜きをしている。​
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　思いやり

年齢による区切りのない

異年齢での関わり

内容

効果

　0 歳は 0 歳児の部屋、と決めて
いるのではなく、一人一人の発達
に合わせて生活する部屋を移動す
る。どの子も、一年間同じ部屋に
いるということがない。​
　2 歳児以上は、個々の発達を大

事にしながら、それぞれが自分の好きな場所や遊
びを見つけて遊び込めるような環境をつくってい
る。何歳児はここ、というのがなく、異年齢同士
が一緒の空間で遊ぶことが多いので、異年齢間の
関わりが生まれやすい。

　保育者が言わなくても、年上の子
どもが年下の子どもを思いやる行動
がよく見られる。年長児が 2 歳児の
手を引いてトイレに誘ったり、ベンチ
でトイレを待つ間に「絵本を見よう」
と年上の子どもが声をかけたり、手

洗いの後に消毒をするやり方を教えてあげたり、とい
う姿が見られる。​

（写真提供：こども園つるた乳幼児園）

48.	　

留意点

　年下の子どもが「自分でやりたい」と思っ
ている場合、年上の子どもに助けてもらう
のを「嫌だ」と感じることもある。そうい
う時は保育者が、「やりたいことがあった
んだね」と、年下の子どもの気持ちに寄り
添いながら、年上の子どもも相手の気持ち
に気づけるような言葉掛けをしている。​​
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　思いやり

49.	　

50.	　

　午前中は教育時間、午後 2 時から異年齢保育を
行っている。年上の子どもが年下の子どもの面倒を
見てあげたり、年下の子どもが年上の子どもを見て
憧れの気持ちをもったりする様子が見られる。​
　昨年度までは、午前中の教育時間担当の保育
者と午後の異年齢保育担当の保育者を分けていた
が、連携がうまくいかなかったり連絡漏れがあった
り、お迎え時に保護者から質問されたときに、午
後の保育者が午前の様子がわからないので、きち
んとお答えできなかったりという課題があった。​
　今年度からはシフト制にして、保育者が一日を通
して子どもの様子を見られるようにした。連絡の漏

れは改善され、一日の様子をわかっている保
育者が各学年必ず一人はいるので、その保育
者が様子を伝えたりということで、保育者間
の共有が進んだ。​

を心がけている。​​
　小学校の先生方から、卒園児たちが大変優
しい気持ちを持っているというエピソードをよ
く聞く。例えば、音楽の時間、鍵盤ハーモニ
カがうまくいかなくて困っている子どもに寄り
添って「教えてあげようか」と言って教えてく
れる、など。​

　仏教園なので 3 歳児から、感謝をすることや、
人と痛みを分かち合うといったお話を本堂で聞く機
会が毎月ある（現在はコロナ禍で中止している）。​
　保育場面においても、保育者は子どもを諭すの
ではなくて、子ども自身がどう感じているのか、相
手はどう感じているのかを、子どもなりに感じられ
るように、一つ一つ言葉で丁寧につないでいくこと

異年齢での関わりを一日の保育に組み込む工夫

子どもの気持ちを丁寧に言葉でつなぐ
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　社会との関わり

ぼうけんの森を通した
保護者や地域との関わり

内容

効果

　自然が豊かな園で、園庭も広く、​
「ぼうけんの森」「どんぐりの森」
という２つの森がある。」その中で、

「遊びを通して心も体もたくまし
く」という理念のもとに保育を行っ
ている。​

　ぼうけんの森では、保護者が子どもと一緒に、
年に一回の清掃活動に参加するほか、ブランコを
作ってくれたり、ロープで木と木の間に遊び場を
作ってくれたりしている。自然とみんなで様々な道
具を手作りしてくれるようになった。​
　園児のおじいちゃんおばあちゃんなど、地域の
人も来てくれて、作業の手ほどきをしてくれたり、
行事に参加したりしてくれる。

●ぼうけんの森を通じ、地域の人や
保護者とともに活動する中で、子ども
たちに助け合い協力する心や、思い
やりのある優しい心が育ってきている
と感じる。​

●ピザ焼きをするためにぼうけんの森に作った東屋
の掃除を、以前は職員が行っていたが、3 歳児が自
主的に掃除をするようになるなど、子どもがぼうけん
の森の環境づくりに主体的に関わる様子が見られる
ようになった。​

●園やぼうけんの森での子どもの様子が分かるので、
保護者の園への信頼が高まったと感じる。森づくり
にも積極的に参加してくれている。​　

（写真提供：こども園みどりの里）

51.	　

留意点

　園だけでなく、保護者と地域と園とが一
緒になってやっていくことを心がけている。
そのためにも、まずは保護者の信頼を得ら
れるよう、毎日の子どもたちの様子を必ず
お伝えすることを心がけている。​
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　社会との関わり

SDGs
～たい肥作り・紙漉き～52.	　

内容

　子どもたちが夢をかなえる社会が
未来にあることを切に願い、ＳＤＧ
ｓに取り組んでいる。環境に配慮す
る生活を肌で感じて、自然を大事に
することや、自分たちだけのもので
はないのだという感覚が育っていけ

ばよいと考えている。​
　今年は年長児が「草でもできる
かも」と話したことがきっかけで、
園庭や散歩先で採取した草で紙漉
きをした。濃い緑の紙には字が書
けず、短冊には適さなかったが、
子どもたちは自作の絵本の表紙に

その紙を使用するなど、資源の活用について考え工
夫する様子がみられた。​

（写真提供：認定こども園モモ）​↑絵本作り​↑野草を使った紙漉き​

↑野菜の皮を利用した、たい肥作り​

効果

＜紙漉き＞​
　紙漉きは、物が出来上がる過程を実体験させる
ことと、それを知ることで、資源を無駄使いしては
いけないという意識を育むこと、古紙の再利用に
ついて知ることなどを意図して行っている。毎年、
七夕の短冊は、紙漉きで作​った紙を使用している。​

＜たい肥作り＞​
　給食調理の際に出る野菜の皮などを廃棄せず
に、園の畑の土にまくたい肥に活用したり、ビニー
ル袋を過剰に使わないなど、園の中にある環境を
見直しながら保育をしている。​
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取り組み事例　　社会性に関わる心の力　　社会との関わり

持続可能な社会について考える、
エコ活動53.	　

↑牛乳パックを紙にリサイクル​

↑産地を意識したお店屋さんごっこ。同じものなら近く
のものを買った方が輸送エネルギーの点ではエコ​

（幼保連携型認定こども園　金城幼稚園・保育園）​

内容 効果

　リサイクルすることで持続可能な
社会につながるという気づきを得
たり、エコを意識した活動が習慣
として身に付くことを意図して、エ
コ活動に取り組んでいる。　​
　幼児向けの SDGs 活動をやって

いる団体を招き、紙芝居で水の使い方やリサイク
ルの仕方、同じものでも産地によって輸送エネル
ギーが異なることなどを教えてもらった。また、ア
ルミ缶などリサイクルできるものを園で集め、子ど
もがリサイクルセンターに持っていき、得たお金で、
みんなが欲しい本を購入している。​
　エコ活動が日常生活の中で意識できるようにな
れば、子どもたちが大人になっても続いていくと考
え、家庭への発信にも取り組んでいる。家族参観
日には、市の環境課の方に来ていただき、子ども
と保護者が自治体のゴミの分別のしかたを教わる
機会としている。​

●取り組みを続けるうちに、子どもが
どんな物だったらリサイクルできるの
かを考え、リサイクルできるものがあ
ればとっておくようになった。園のご
みもかなり減ったと感じている。​

●お店屋さんごっこなど遊びを通じて、同じ品物の
中で、よりエコなものを選ぼうとする子どもたちの姿
が見られる。

留意点

　あまり厳格にやろうとすると嫌になってし
まうこともあるので、許容範囲を広げなが
ら、無理せずやっていくのが持続するコツ
だと思う。持続可能な社会のために、活
動も持続可能な形でやっていくのがよい。​
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　アタッチメント

乳児担当制＜園①＞ 54.	　

（写真提供：出仲間こども園）

内容 効果

　0・１・２歳児は担当制をとって
いる。7 時から 19 時まで子ども
を預かっているので、第一の担当
者、第二の担当者というのを決め
て、一日を通して担当制ができるよ

うにしている。​
　また、0・1・2 歳児では、手先を使った遊び
を大事にしている。手先を使った遊びをやってい
るうちに、スプーン、そしてゆくゆくは鉛筆を持て
るようになるということも考えながら、保育者が担
当する子ども一人一人の発達を見て、おもちゃを
購入したり手作りしたり、環境を整えている。

●担当制をとることによって、保育者の
「その子を責任をもって見なければ」と
いう思いが増した。子どもも安心して生
活できていると感じる。​

●以前は「1 歳だとここまでできなければならない」
といった考えがあったが、担当制にして、同じ 1 歳
児でもいろいろな発達の段階があり、一人一人違う
ということを、保育者が実感として理解できるように
なった。​
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　アタッチメント

乳児担当制＜園②＞ 55.	　

（写真提供：認定こども園メイプルキッズ）

内容

効果

　担当制を取り入れており、個別
のニーズに合わせた丁寧な保育を
心がけている。特に 0・1 歳児で
は、よりきめ細かい保育ができるよ
うに、保育者が子ども一人一人と
関わりを多くもっている。​

　すべてを担当制にしているわけではなく、0 歳
児では、主に授乳、排泄、食事といった、生活
面を担当者が担うようにしている。その他のフロ
アでの遊びや戸外での遊びでは、その年齢担当の
保育者全員が見守る形をとっている。​

●以前は保育者に「小さいクラスで
もみんなで一緒」という思いがあり、
おむつを替えるのも全員の場で行って
いたため、子どもたちを待たせてしま
うことが多かった。担当制にしたこと
で、その子どものリズムに応じて関わ

ることができ、排泄や食事などの場面で、子どもを
不必要に待たせることが少なくなった。​

●保育者もゆとりをもって子どもと関わる時間を取れ
るようになった。​

留意点

●職員全員が共通認識を持つことに苦労し
た。担当制のベースができあがるまでには
一年以上かかった。長期的な視野を持っ
て取り組むとよい。​

● 3 歳になると集団活動が多くなる。それ
までの個に合わせたゆったりのペースから
3 歳以降の集団での活動へと子どもが慣れ
ていけるように、担当保育者間の連携を取
る工夫も必要となる。​
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　アタッチメント

園と家庭で
アタッチメントを育む56.	　

（写真提供：社会福祉法人慈恵会　太田和こども園）

内容
効果　急き立てるのではなくそっと寄り

添って「困ってるの？」「つらいの？」
「何か言いたいことがあるのかな」
といった言葉をかけて、子どもたち
が言葉にしたり、つらいことや困っ
たことを言える関係を築くようにし

ている。​
　乳児は担当制を取っている。担当の子ども一人
一人の甘えを保育者が受け止め、子どもの気持ち
に寄り添うことを大事にしている。​
　母子関係の大切さや、日ごろの何気ないことに
共感することの大切さを、園児の保護者や地域の
保護者に発信している。妊娠中や出産直後の保
護者を対象とした『にこにこカンガルー講座』と、
それ以降の保護者を対象とした『すくすく育児講
座』を一年に 2 回行っている。

●担当制をとることで、子どもは誰に
甘えたらよいかわかりやすくなり、園
で安心して生活する様子が見られる。
保育者の雰囲気も柔らかくなった。​

●園からの発信を定期的に行うこと
で、保護者がそれを受け止める関係ができ、伝えや
すくなった。すると、子どもの不安な様子もなくなり、
園でも情緒的に安定して生活できていると感じる。​

留意点

●初めは、自分たちが伝えたいと思うこと
が保護者にうまく伝わらなかった。そのよ
うな中で、いろいろな活動をしてきた。15
年ほどかけて、現在の、対面で一人一人
の悩みを聞きながらアドバイスするという
方法にたどり着いてきた。​

●入園前の説明会も、保護者を少人数ご
とに分けて、園の考えなどをお話しする機
会を設け、理解して入園していただくよう
にしている。​

↑保護者向け講座
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　アタッチメント

57.	　 58.	　

59.	　

　基本的に否定しない。正解を示してそ
の通りにさせるようなことはしない。いろ
いろな子どもがいるし、保育者も一人一
人いろいろな見方がある。多様な意見が
あってよい。「こうしたらうまくいくんじゃ
ないのかなぁ？」というところをみんなで
模索していければよいと思う。​
　「失敗をしても大丈夫」「わたしはわた
しで大丈夫」という、自分そのものを信
じる心が育まれてほしい。​
　保育者も、できたものや勝った負けた
に注目するのではなく、考えていることや、
それまでのプロセスを褒めるように心がけ
ている。

　卒園児は節目に必ず来てくれる。例えば小学校を
卒業したときにみんな来て、部活はなにがしたいとか、
中学校での抱負を語ってくれる。中学校の卒業のと
きは、高校入試の状況を「あまりよくなかった」な
ど話し、高校に入学すると「（高校が）決まりました」
とまた来てくれる。友だちと来る人もいるし親子で来
る人もいる。成人式のときにも来てくれる。​
　園に来て、使っていたテーブルやいすが「こんなに
小さかったんだ」とか、自分の小さいときをもう一回

思い出して、それで、ほっとして帰る。大学に行っ
たり仕事したりしてる人はお盆で帰省して寄ってく
れる。​
　「オギャー」とこの地域で生まれて育って、ここを
出て行って仕事をして、またときどき帰ってきてふる
さとを感じて、というサイクルがあるのではないかと
思う。​

子どもと目線をそろえて
感動を共有する

卒園してからも戻ってこられる安全基地

否定しない。
「根拠のない自信」を
育む関わり

　子どもが面白いと感じたことを自分も面白いと感じ
ているか、保育者が子どもの目線になって同じことを
やってみる。見ているだけでなく自分も一緒にやる、
目線をそろえて感動を共にする、ということをしばら
く繰り返すことで、子どもに共感するとはどういうこと
なのかが、だんだん分かるようになる。​
　ただし、それを発展させる声かけについては、管
理​的になってしまう可能性もあるので、無理にやろう
と​はせず、ただ「不思議だね」「おもしろいね」と感

動​を共にする。​
　非認知能力は総合
的な中で育てるものだ
と思うので、​普段のや
りとりでの心がけが、
子どもの非認知能力
に​つながっていると考
えて行っている。
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　アタッチメント

60.	　

62.	　

61.	　

　園の中で、心理カウンセラーの養成講座を開催
して、保育者の半数程度がカウンセラーの資格を
取得し、カウンセリング的な考え方や心の仕組みを
勉強した。​
　子どもたちのどんな感情でも基本的に受け容れ
る。ただし、間違った行動をしたときには、きっち
り感情と行動を分けて、「あなたが嫌と思う気持ち
は正しいけれど、その行動は間違っているよ」と教
えることを注意して行っている。​
　カウンセリング技法の中で、コミュニケーション

のタイプに合わせた効果的な交流というのがある。
楽しくわくわくすることが好きな子どもには、あえて
擬音を使ってテンションを上げていったり、真顔で
来るタイプの子どもや大人には真顔で接したり、相
手の特徴を理解して、それに合わせた関わり方を
する。​
　一番効果があったと思うのは、大人同士の人間
関係。職員同士、感情の起伏が穏やかでフラット
な関係が築けるようになった。保護者との関係も
良好に保てている。​

　「子どもが大切にされている実感をもて
るように保育者が行動や言葉かけを具体
的に表現しているか」といった、アタッチ
メントに関する項目をいろいろな資料を
もとに作り、チェック式の自己評価をやっ
ている。​
　0・1・2 歳では安心して、いろんなこ
とに挑戦する力のベースをしっかり育て、
3 歳からは、体の逞しさ、心の逞しさ、
人とつながる逞しさといった、園の理念
に沿って育ちを支えていきたいという思
いがある。​
　「ストレス予防接種」という言葉を研修
で学んだ。アタッチメントの「安心の輪」
は基本だが、あまりに大人が守ってしま
うことで、子どもが弱くなってしまっては
いけないということで、よい塩梅を見つけ
るように心がけている。​

子どもと保育者、
保育者と保育者の
基本的信頼関係を大事にする

心理カウンセラー講座でコミュニケーションを学ぶ

アタッチメントや
非認知能力を自己評価の
項目に盛り込む

　園内研修で、いろんな人の講演を聞き、人に愛
されて育つという基本的な信頼関係の大切さや、そ
のためにどんなふうなまなざしを向け、声掛けをし、
受け止めるか、といったことを勉強している。​
　どの子にもよい影響があった。特に、言いたいけ
どなかなか言えない、静かで目立たない子の声が
聞こえてくるようになったと思う。​
　保育者にも一人一人の個性があり、それはだれ

にも否定できない大事​な
ものだと思う。声掛けの
仕方がちょっと気になる
なという保育者が​いた場
合、他の保育者は「ど
んな思いでそんな声掛
けをしたの？」と​聞く側
に回る。あれこれ指導す
るのではなく、問いかけ
るようにしている。​
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　記録

記録・ドキュメンテーションを
活用した取り組み＜園①＞63.	　

（写真提供：出仲間こども園）

内容

効果

　保護者に、子どもたちが日々、
園でどんな活動をしているのか、人
とどんな関わりをして生きているの
かを知ってもらうために、ドキュメ
ンテーションを作成している。テン
プレートに写真をはめ込み文字を

入れると作成できるシステムを導入し取り組んで
いる。​
　動画配信も行っており、日々の保育を保育者が
スマホで動画をとって保護者に配信している。い
ざこざの場面も社会性の育ちが見えるので、安全
に配慮しながら、動画に撮っていいとしている。

●行事が苦手な子どももいるので、
そうした子どもの保護者にとっては、
行事より日常の様子の方が「あ、頑
張っているじゃない」ということが分
かるのでよい。​

●ドキュメンテーションや動画配信で、集団の良さ
や、子どもたちが園で何をしているのかといったこと
がよく分かるのでよい、という声を保護者からいただ
いている。​

内容
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　記録

記録・ドキュメンテーションを
活用した取り組み＜園②＞64.	　

（写真提供：むさしこども園）

内容 効果

　遊びを中心とした保育を進める
ために、ラーニングストーリー（子
どもの育ちを保育者が見とるため
の方法の一つ）の 5 つの視点を基
に子どもを観察し、それについて
保育者同士話し合う時間を、週一

回つくっている。​
　コロナ禍で保護者が園に来る機会が少なくなっ
てしまったこともあり、できるだけ毎日ドキュメン
テーションを作成し、園舎の外の掲示板に貼って
見てもらうようにしている。​
　ドキュメンテーションは、子どもが発見したこと
や、新しく始めたことなどについて、保護者に紹
介できるように作成している。例えば、今 2 歳児
はオタマジャクシからカエルになっていく姿をずっ
と追っているので、オタマジャクシの毎日の成長
写真とともに、子どもたちの変わっていく様子も一
緒に撮っている。​

　以前は、子どもが失敗しないよう
にということや、嫌な思いをしないよ
うにという考えから、保育者が正解
やよい方法を教えるということがあっ
た。ラーニングストーリーやドキュメ
ンテーションの取り組みの中で、保

育者が子どもの思いを徐々に読み取れるようになり、
子どもの気持ちをより大切にできるようになったと感
じる。​

留意点

　写真を撮ったり子どもの言葉を書いた
りというのは先生方も得意なのでどんどん
やっているが、それを学びや育ちの視点に
結び付けるというのは、最初は難しかった。
何回も話し合ううちに、だんだん慣れてき
たので、続けることが大事だと思う。​
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　記録

記録・ドキュメンテーションを
活用した取り組み＜園③＞65.	　

内容 効果

　レッジョ・エミリアの保育から、
「やり方ではなく、プロセスが大
事だ」と学んだ。子どもたちが興
味を持ったことにとことん取り組め
るようサポートする保育を重視して
いる。​

　子どもたちには、「私はこう思っているんだ」と
自分の思いを強く伝えられる力を持ってほしいと
思い、子どもたちがグループでドキュメンテーショ
ンを作って発表する活動を取り入れている。​
　花壇を作るプロジェクトでは、花の種類や名前
を調べていくうちに、この時期植える花や種から
植える花など、いろいろなことを調べていた。そ
して、グループで調べたことを「こんなのがあった
よ」「あんなのがあったよ」と、自分たちの語彙で、
自分たちの取り組みについてドキュメンテーション
にして発表していった。​
　保育者のドキュメンテーションもある。子どもの
取り組みを保育者がどう支え、そして子どもたち
からどういうものを引き出すことができたのか、プ
ロセスを記述して作っている。​

●子どもが、自分がやっていることを
否定されないことで「自分は自分でい
いんだ」という自己肯定感を高めてい
ると感じる。​

●クラスの活動の中で友だちの発表
を見ることを習慣にしたことで、人の話を聞くことが
とても上手になってきた。人の話を聞けるようになる
ことで、相手を思いやる心や相手を理解する力にも
繋がっていると感じる。

留意点

　レッジョ・エミリアやドキュメンテーショ
ンといったものを保育者にうまく伝えて理
解してもらうのが難しく、数年かかった。
一週間の自分の保育を振り返って「あの子
がこう言ったらこの子がこう言った」「この
子がこういう風にやった」などを週日記の
ようなまとめるということから始めて、少し
ずつ今のドキュメンテーションの形まで進
めてきた。

（写真提供：認定こども園​あかさかルンビニー園）

←子どもたちのドキュメンテーション​
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　記録

66.	　 67.	　

68.	　

　園の理念を保護者に説明するとき、パワー
ポイントで写真や図を入れたスライドを作る。
子どもが「楽しそうだからやってみよう」と心
が動き、大人から「いいんだよ」と認められる
なかで、自己肯定感を育てようとしていると保
護者に伝えている。​

　新しく取り組みを始めるときに、保護者向
けに取り組みだよりを作って配布した。「この
園では考える力を重視していきます」という園
の方針と、園のこれからの取り組みについて、
A ４のお便りで４枚くらいに分けて作って配布
し、共通理解を深めた。​

　毎月クラスだよりは発信しているが、園児数が多い
ということもあり、一人一人の姿はなかなか伝えきる
ことが出来ない。お迎えの時も、早番と遅番があるの
で、保護者に今日あったことなどを丁寧に伝えること
が難しい。そこで、ブログを発信に活用している。お
弁当を持っていく園外保育の様子や、日々の様子を発
信している。​

　無料の配信ソフトを使って保護者のスマートフォンにお
たよりを配信している。紙だとなくすこともあるが、スマホ
に配信したらなくさない。今は保護者もスマホに慣れてい
るので、クラス懇談会の参加登録も Google form を使っ
ている。教室前に貼り紙して名前を書いてもらうより参加
率が高く、返ってくるのも早い。

　ドキュメンテーションも作っているが、保護者は自
分の子どもが出ているとき以外は見ないこともある。
自分の子ども以外のドキュメンテーションも見てもらい
たいので、Instagram や Facebook など、できる限
りいろいろな発信をしている。

　3 年前から ICT を使った家庭への配信を導入してきた。
昨年コロナで休園になったときには、 Zoom を使って子ど
もたちとオンラインで会話し、「いま先生たち畑にこんなこ
とをしておくから、みんなが来た時に大きくなってるかどう
か見てね」といった園の畑や自然の様子の動画を各学年
で作って YouTube で毎週配信した。保護者の反応がと
ても良かった。​

　子ども一人一人、期ごとに、その子どもの取
り組みや成長を写真とエピソードでまとめ、保
護者に報告する。育てたい力や育つ力について、
言語化、可視化して、実際にそれを保育に活か
していくという風になっている。​
　最初は文章で月に一回、エピソードにして配
布するというものだった。徐々にそこに写真が
入り、より教育的な内容も意識するようになっ
ていった。​
　書いている中で、ありがちなのが「できる、で
きない」という表現をしてしまうこと。できるで
きないではなく、子どもたちはプロセスの中にい
るので、プロセスを語ることにした。文章化す
る中で、保育者自身の固定観念や特性が分かり、

「次活動するときはこんな観点で子どもを見てみ
よう」と保育の質にかえっていくので、大変だが
やる価値はある、と感じている。​

一人一人の記録を写真と
エピソードでつくる

ブログ 、SNS を使った保護者への発信 （複数園の取り組み ）

園の理念や取り組みを
保護者に伝える工夫

（複数園の取り組み） 

園①

園①

園②

園②

園③

園④

これも Check!
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　風土づくり

だったよ表69.	　

内容 効果

　保育者がお互いに相談​できる雰
囲気や、子どもの​ことや保育のこと
について​語りたいと思う風土づくり​
を大切にしている。​
　語りたいという思いが​あっても、
すべてを語る時​間を確保すること

は難しい。​そこで、職員が伝えたいことを付箋に
書いて事務所に貼る、ということが始まった。こ
れを「だったよ表」と呼んでいる。​
　素敵な場面はピンクの付箋、気になる場面は青
の付箋に書いて、事務所の「だったよ表」に貼る。
会議の時に主幹が、みんなで共有した方がよいと
思う付箋を取り上げて共有する、ということをやっ
ている。​
　例えば、乱暴気味の子どもが、担任の見てい
ないところで、困っている子どもの手を引いている、
といった場面を、たまたま通りがかった職員が見
逃さないよう書き留めている。「だったよ表」を活
用して、日常のふとした子どもの姿をみんなで共
有している。​

　クラス担任ではない保育者や調理
師が積極的に書いてくれている。常勤
の保育者は、会議などで子どもの姿
について話をする機会が多いが、非
常勤・短時間の職員は、なかなか子
どもの姿を共有する機会がない。日

頃、子どもと関わりの少ない保育者たちが書いてくれ
ているのがうれしく感じる。

留意点

　子どもの姿についての保育者同士の語り
合いや、 「だったよ表」を、子ども理解ま
でつなげて次の保育を展開するにはどうし
たらよいか、という点が難しい。いろいろ
なことが全てつながっていると思うが、話
は話、計画は計画とぶつぶつ切れてしまっ
ていては、時間ばかりかかってしまう。今
は、試行錯誤しながら、昼間の短い打ち
合わせの中で子どもの姿を書き、それを翌
日の保育につなげていくような仕組みづく
りに取り組んでいる。​

（写真提供：認定こども園モモ）
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　風土づくり

72.	　

73.	　

　毎月、職員会議をしている。全員が参加できるよ
うに、 3 グループに分けて、昼間に時間を設定してい
る。園長は３つのグループで同じ話をする。園長の
考えを生の言葉でパート職員も含め職員全員が聞く
ことで、同じ方向に進んでいけると考えている。​
　勤務時間内にどうやって職員会議を持つか、どう
やって持ち帰りなしにするか、職員が主体的に考え
てシフトを組んでいる。記録なども業務時間内にとれ
るようにしている。

　園長が事務室にじっとしていないで、保護者が玄
関で迎えに来た時に話したり声をかけたりするように
している。突然「悩み聞きます」と言ったところで、
いつも事務室の奥にいる人に悩みを話してくれるわけ
がない。しかし、日頃から話すようにしていると、本
当に困ったときに相談に来てくれることもある。個別
懇談もあるが、それとは別に「いつでも相談にのりま
す」としている。​
　園は地域のものだと思っているので、園内に限らず、地
域の相談も受けるようにしている。月2 回、外部の、個
別支援を受けている子どもたちの保育参加もやっている。

70.	　

71.	　

　多様な特性のある子どもが互いを認め合い、共
に生活できる園を目指して、「あなたはあなたでよ
い、よいところがたくさんあるんだよ」と子どもの
自己肯定感を高めることを心がけている。自立支
援の団体から講師を呼んで、特別支援の園内研修
を行ったり、クラスの職員配置を 1-2 人多くした
りしている。取り組みを通じ、保育者が視覚教材
や支援の手立てをたくさん考えてくれるようになっ
た。​
　集団に入ろうとしない子どもも、少しずつみん
なと一緒に活動できるようになっている。他の子
どもたちも「○○ちゃんはできない」などではなく、

「これが○○ちゃんだよね」「一緒にしよう」「お
いで」など、自然に受け容れ関わる力が育ってい
ると感じる。

　子どもたちが一日の見通しを立てやすいよう
に、室内の飾りをやめ、白板には今日やること
を朝から帰りまで分かるように、小さい子どもに
は絵カードで、大きい子どもには字で提示してい
る。関係機関と連携をとり療育に結びつけること
も行っている。​
　子どもたちには、自分とは異なるいろいろな友
だちへの配慮や​寛容さが育っていると感じる。困っ
ている部分を助けてあげたり、​パニックを起こした
子どもがいても、動じないで落ち着くのを待​ってあ
げられたり、世話焼きではない適度な援助を行う
姿が見​られる。​

　子ども理解ということで、保育者間で話し合い振
り返りをするのだが、どうしてもできないところに目
を向けるような話し合いをしていた。しかし、「子ど
も理解を基盤とした保育をしていこう」と、みんな
で考え直し、まず、事実だけをとらえて書いてみる
ことにした。そして、事実から、そこにどんな子ど
もの思いがあると思うか、と順序だてて考えるツー
ルを自分たちで作った。それを用いながら話し合い、
保育者としての考え方や立ち居振る舞いや姿勢を
日々積み重ね共有している。

園①

園②

子ども理解のための
対話ツールをつくる

相談しやすい関係づくり

職員間で考えや理解を
共有するための
会議設定の工夫

多様性を尊重した園の
風土づくり（複数園の取り組み）

（写真提供：認定こども園モモ）

これも Check!
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取り組み事例　　非認知能力を育む基盤　　研修

74.	　

75.	　 76.	　

職員同士、園同士が共に学ぶ機会をつくる

保護者向けのペアレント・
トレーニング講座

安心の輪から未満児の
遊びや生活を読み取る研修

　非認知能力を具体的に学びだしたことが、これ
までの保育を見直すきっかけになった。見直す上
で難しいのは、人的環境。以前は座学的な研修
を行っておらず、保育者も、今やっていることが当
たり前で、「なんで新しいことをやらきゃいけない
の」という雰囲気にもなった。研修を行う機会を
増やし、非認知能力を意図した関わりについて理
解を深めていった。​
　それに伴い、保育者間のコミュニケーションの
機会や時間を増やした。​
　これまでは「大人同士は言わなくてもわかるよ
ね」と、​お互い済ませていた。しかし、保育者間
での認識の違いや​食い違いもあるので、話し合え
る時間は意識的につくっている。​
　地域の他の園との研究会に参加し、同じ方向性

　非認知能力について園をあげて理解を深
めるため、半年に一度程度、園内研修を
行っている。研修では、年齢別に場面を切
り取って録画した動画を題材にしながら、
生活や遊びの場面でアタッチメントの「安
心の輪」がどのように広がっていくか、な
ど読み取ったり、資料を一緒に読み解いた
りといったことを行っている。​
　自治体主催で講師を招いての研修など、
外部の研修は職員全員で受けている。​
　去年、1 歳児の個別計画の中で、「非認
知能力の観点から子どもの姿を考える」と
いうことを行った。かなり難しく、毎月大
変だったが、一年経って大きな学びにつな
がった。​

　子どもが自信を持てることが重要だと考
えているが、園だけでできることは限られ
ている。家庭と協力して取り組んでいくた
めに、ペアレント・トレーニングのトレーナー
を園に呼んで、土曜日や日曜日に、保護者
向けの講座を開いた。​
　保護者の中には、真面目過ぎて自分の
子どもを否定してしまいがちな保護者もい
る。「こういう場面では、子どもにこういう
対応をしたらいいよ」というのを講座で学
ぶ。​
　園だけでなく、家庭の中でも、子どもが
自己肯定感を高められるような保護者との
関係ができるとよいと思う。​

を持った他の園​の保育者ともコミュニケーションを
とっている。他の園から学ぶ​ことは多いし、「自分
たちがやろうとしていることが間違って​いないんだ、
ここに向かっていくんだ」という保育者のモチベ​ー
ションにつながってもいる。​
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77.	　

78.	　

実際の保育を互いに見て、意見を出し合い、若い職員からも学ぶ

多様な価値感があるから、研修や伝えることを大事にする

　園内研修では、「子ども主体」というテーマで、
保育者が 20-30 分の設定保育をするのを他の保
育者が見て、「これって主体的なの？主体的じゃ
ないの？」ということを、みんなで話し合った。​
　キャリアが長い保育者にとっては、若い保育者
が学校で学んで​きた考え方ややり方が、今まで自
分たちがやってきたことと違う​こともある。しかし、
それを否定することなく、「今はこんな風​に考える
んだね」と、若い保育者の意見を聴きながらみん
なで​勉強している。​
　例えば朝の会はこれまで、子どもに「集まって」
と声をかけ​名前を呼んだり朝の歌を歌わせたりし
ていたが、それがなくなり、​「みんなで絵本読む？」
とか、「一緒に踊らない？」のように、​「これしよう」
じゃなくて「これしない？」「こういうとき​どうした
らいい？」というような声掛けに変わってきた。​
　今まで「みんなで一緒にしなきゃいけない」と
言われてそれを守れないとされていた子どもたち

　園長が「こういう考えでいこう」と言っても、
価値観はいろいろあって違う。だから研修会は絶
えず開く。5 月は 3 回研修を行った。4 月を振り
返る研修、子ども理解についての研修、そして、
オンラインの講演を見て行う研修の３回。オンラ
インが進んだことは、地方の園としてはありが
たい。​
　研修をやるにあたって、「これがいいんだ」では
なく、「なぜこれをこうやるのか」「なぜそうなの？」

が、そうではなくなってきた。保育者たちも、無
意識のうちに集団に入れようとしていたのが、「入
りたくないときは入れないよね」と認めるように
なった。子ども自身が入ろうと思える時に入り、
それが認められるという積み重ねの中で、徐々に
自然と入ることができるようになってきたと感じ
る。​

と自分に問いかけながら保育を進めていこう、と
いう風に進めてきた。​
　日々の保育でも、園長は保育者への伝え方に
気を配っている。ああだこうだと指導するよりは、

「先生の声掛けよかったよ」など、その保育者の
良さを出してあげるように心がけている。若い保
育者には、場面に即して子どもの見方についての
アドバイスもするようにしている。​
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